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厚生労働省医薬食品局審査管理課

厚生労働省医薬食品局安全対策課

ソフトコンタクトレンズ用消毒剤の適正使用等に関する情報提供の徹底について

標記については､別添写しのとおり､日本コンタクトレンズ協会会長あて通知し

たので､ソフ トコンタクトレンズ用消毒剤を取 り扱 う貴管下製造販売業者に対し､

周知方よろしくお願いします｡

また､アメーバ除去に有効なこす り洗いの方法及びアカントアメーバに対する消

毒効果の試験方法等に係る専門家による検討については､次年度厚生労働科学研究

費補助金により実施することと.してお ります｡

なお､厚生労働省のホームページ(http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/12/tp1216
･1.html)において､ソフトコンタク トレンズ用消毒剤の適正使用等について掲載す

るとともに､独立行政法人医薬品医療機器総合機構の医薬品医療機器情報提供ホー

ムページにおいて､一般の皆様向けのコンタクトレンズに関するQ&A(http://
www.info.pmda.go.jp/mdevicesqa/mdevicesqa.html)を掲載し､情報提供して
いるところです｡



一般社団法人 日本コンタク トレンズ協会会長 殿

薬食 審 査発 1216第 1号

薬 食 安 発 1216第 6号

平成 21年 12月 16日

厚生労働省医薬食品局審査管理課長

厚生労働省医薬食品局安全対策課長

ソフトコンタクトレンズ用消毒剤の適正使用等に関する情報提供の徹底について

今般､平成21年12月16日付で､独立行政法人国民生活センターより別添の報告書

｢ソフ トコンタク トレンズ用消毒剤のアカン トアメ-ノうに対する消毒性能J使用実

態調査も踏まえて-｣(http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20091216_1.ktml)
が公表され､ 当該 報 告 書 に よれ ば､本 来 ソフ トコンタク トレンズ用消毒剤の

消毒効果のみでは角膜感染症の原因となるアカン トアメーバを完全には消毒できな

いこと､適切な方法でケアを行っていない人は､ソフ トコンタク トレンズのアカン

トアメーバ汚染率が高い傾向であったこと等が示されています｡

ソフ トコンタク トレンズの使用にあたっては､角膜感染症等の発症を防止するた

めに､ソフ トコンタク トレンズの正 しい使用方法 ･ケア方法を遵守することが重要

と考えられることから､貴会におかれましては､貴会会員に対 し､ソフ トコンタク

トレンズ用消毒剤の適正使用等に関する下記の事項につき､周知方よろしくお願い

します｡ '

なお､本通知の写しを各都道府県衛生主管部 (局)長､財団法人 日本眼科学会理

事長､社団法人 日本眼科医会会長､ 日本眼感染症学会理事長､日本コンタク トレン

ズ学会理事長､消費者庁政策調整課長､独立行政法人国民生活センター理事長､独

立行政法人医薬品医療機器総合機構あて送付 していることを申し添えます｡

記

1. ソフ トコ ン タ ク トレンズ用 消 毒 剤 の使 用 説 明文 書 及 び 外 箱 にお

い て ､① レンズ脱 着 時 の 手 指 の 洗 浄 ､② レンズ の こす り洗 い の

徹 底 ､③ レンズ ケ ー ス の定 期 的 な交 換 ､④ 眼 と レン ズ の状 態 の

確 認 の た め の定期 的 な検 査 の推 奨 ､⑤ 不適 切 な使 用 に よ る感 染

の危 険性 等 ､使 用 者 に適 正 な使 用 を促 す た めの情 報 を見や す い

位 置 にわ か りやす く明示 す る等 の注意 喚起 を行 うこ と

2.ソ フ トコ ンタ ク トレンズ使 用 者 に対 して ､適 切 な使 用 方 法 の 教
育 ･啓 発 を さ らに徹 底 す る こ と



平成21年12月,16日
独立行政法人 国民生活センター

ソフトコンタクトレンズ用消毒剤のアカントアメ-バに対する消毒性能

一使用実態調査も蕗まえて-

1.目 的

現在､我が国のコンタクトレンズ使用者は1500万人を超え､総人口の約 1割がコンタク

トレンズを使用しているとされる.一方で､コンタクトレンズ装用に伴う眼障害も増加傾向

にあり､装用者の7-10%に眼障害が発生していると推察されている(注1)｡国民生活セン

ターの危害情報システム(注2)には､2004年度以降の約5年間でコンタクトレンズによる危

害事例が393件､コンタクトレンズケア用品による危害事例が55件寄せられている(注3)0

コンタクトレンズ装用による最も重篤な眼障害の一つが角膜感染症である｡原因となる病

原体としては細菌､真菌､アカントアメーバ等が挙げられるが､近年特に増加しているとさ

れるのがアカントアメーバによる角膜感染症である｡アカントアメーバ角膜感染症は充血､

視力障害､強い眼痛等の症状を示し､失明に至るおそれもある難治性の角膜疾患である｡障

害の原因としてはコンタクトレンズ装用に起因するものが 85-90%を占め､うち 85-

90%をソフトコンタクトレンズ装用者が占めるとされている(注4)｡

ソフトコンタクトレンズは細菌等の繁殖を防ぐ目的で装用後に消毒を行う必要がある｡最

近は市販の消毒剤を用いた化学消毒が主流となっているが､特に､洗浄･すすぎ･消毒･保

存の一連のケアを一つの商品で行うことができるセルチパーパスソリューション (以下､

｢MPS｣とする)を使用する人が多く､ソフトコンタクトレンズ使用者の4分の3がMPSを

使用しているとされる(注5)｡ソフトコンタクトレンズ用消毒剤は医薬部外品であり､承認

申請時には細菌､真菌､ウイルス及びアメーバに対する消毒効果に関する試験が必要である

(注6)が､アカントアメーバを含むアメーバについて､こすり洗いを含む試験法や必要とさ

れる消毒効果については具体的な規定がなされていない(詳細は24ページ資料(1)参照)0

そこで､MPSを中心に､ソフトコンタクトレンズ用消毒剤のアカントアメーバに対する消

毒効果を調べることとした｡また､2週間交換タイプのソフトコンタクトレンズ使用者を対

象とした使用実態と衛生状態の調査を併せて行い､消費者に情報提供することとした｡

なお､本テストは日本コンタク トレンズ学会との共同研究で実施したO
(注 l)日本コンタクトレンズ協議会 :コンタクトレンズ眼障害アンケート調査の集計結果報告.日本の眼科

78(9):1378-1387,2007
(注 2)商品やサービス等により生命や身体に危害を受けたり (危害情報)､そのおそれのある情報 (危険情報)

を全国の危害情報収集協力病院及び消費生活センターからオンラインで収集･分析し､消費者被害の未然防

止 ･拡大防止に役立てることを目的として作られたシステム｡

(注3)2004年4月以降2009年9月末日までの登録分｡
(注4)石橋康入 官永嘉隆 :′アカントアメーバ角膜炎.日本の眼科 79(6):72ト726,2008
(注 5)森埋 :マルチパーパスソリューション (.UPS)の消毒効果.あたらしい眼科 26(9):1173-1177,2009
(注 6) ｢ソフトコンタクトレンズ及びソフトコンタクトレンズ用消毒剤の製追 (輸入)承認申請に際し添付すべ

き資料の取扱い等について｣ (平成 11年3月31日付医薬審第645号)

2.テス ト実施期間

検体 (ソフトコンタクトレンズ用消毒剤)購入 :2009年6月～ 7月

検体 (使用実態調査)回収 ∴2009年 6月～ 9月

テスト期間 :2009年6月～11月
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ー3L..ソフトコンタクトレンズ用消毒剤及びアカントアメーバ角膜感染症について

(1)ソフトコンタク トレンズ用消毒剤について

ソフトコンタクトレンズの消毒方法には煮沸消毒と市販の消毒剤を用いた化学消毒(コー

ルド消毒)がある｡ソフトコンタクトレンズ用消毒剤の種類としては､MPSの他に過酸化水

素を用いた消毒剤やポビドンヨードを用いた消毒剤がある (表 1)O

表1.ソフトコンタクトレンズ用消毒剤の特徴 (注7)

種 類 簡 便 性 安 全性 保存時の殺菌効果

･MPS 非常に簡便 薬剤によるアレルギー反応がみられる ありー

過酸化水素消毒 比較的面倒 (中和が必要) 薬剤アレルギーはない中和を忘れると角膜障害発症を発症 なし

(注7)コンタクトレンズ診療ガイドライン 日本眼科学会雑誌 109(10):638-665,2005

(2)アカントアメーバ角膜感染症について (注8､9､10)

アカントアメーバは土壌､淡水､海水など自然界に広く生息する原生生物であり､室内の

摸､公園の砂場､地下水､洗面周りにも存在している｡コンタクトレンズ装用による機械的

刺激などにより角膜に傷が付いた状態でアカントアメーバが付着すると､アメーバが角膜内

に進入し､感染が成立する｡欧米では 1974年に､日本では1988年に初めての症例が報告さ

れた比較的新しい疾患であるが､近年､症例数の増加が問題視されているら2007年4月から

の約 1年間にコンタクトレンズ装用が原因と考えられる角膜感染症で入院治療を要した重

篤な症例233例のうちアカントアメーバが確認された症例は55例と最も頻度の高い原因微

生物であった｡

アカントアメーバ角膜感染症の症状としては充

血､視力障害､流涙などがあり､強い眼痛が特徴的

である｡現状ではアカントアメーバに特異的に効果

のある薬剤が開発されていないため､治療は非常に

困難であり､重症化すると失明のおそれもある｡角

膜病巣部の掻腔､抗真菌薬や消毒薬の点眼､抗真菌

薬の全身投与の 3種の治療法を併用するなどして

治療が行われる｡

写真1.アカントアメーバ角膜感染症 (注11)

(注8)宇野敏彦 :コンタクトレンズ関連角膜感染症-アカントアメーバ角膜炎-.あたらしい眼科 26(9):
1199-1203,2009

(注9)感染性角膜炎診療ガイドライン,日本眼科学会雑誌 11日10):769-809,2007
(注 10)全国224施設を対象に､2007年4月～2008年 8月中旬にコンタクトレンズ装用が原因と考えられる角膜

感染症で入院治療を要した症例233例を調査したコンタクトレンズ関連角膜感染症全国調査の中間報告に
よる｡詳細は25ページ資料(2)参照｡ (福田昌彦 :コンタクトレンズ関連角膜感染症全国症例調査 あた
らしい眼科 26(9):1167-1171,2009)

(注 目)社団法人日本眼科医会ホームページ (http://www.gankaikai.or.jp/)より
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4.危害情報システムより

国民生活センターの危害情報システムに寄せられた､コンタクトレンズケア用品及びコン

タクトレンズに関する危害事例について概要をまとめた｡

(1)コンタクトレンズケア用品による危害事例
■ヽ JJJ_IId｣JJLLlljbA'dEⅠ二王巴11I′仰Ir5Â

危害情報システムにはコンタクトレンズ用の消毒剤や保存液などのケア用品による危害

事例が2004年以降2069年9月30日までの登録分で55件 (注12)寄せられているo
(注 12)全国の消費生活センターに寄せられた､コンタクトレンズケア用品で危害を受けた相談件数 :48件
危害情報収集協力病院から収集した､コンタクトレンズケア用品で危害を受けた受診情報 :7件

2)危害の内容､程度

危害の内容を自覚症状別に分類すると (複数回

答)～｢目の痛み｣が32件で最も多かった(図1)o

危害の程度別にみると､病院からの情報7件全て

が ｢軽症｣であった｡消費生活センターからの情報

では､通院を要したケースは22件であり､そのう

ち治療 ｢1週間未満｣が 11件､ ｢1-2週間｣が5･

件､ ｢3週間～1ケ月｣が2件､ ｢1ケ月以上｣が4

件であった｡

図1,ケア用品による危害事例の内容

(複数回答)

目の痛み

充血

異物感

涙が出る

目のかすみ

目のかゆみ

0 10 20 30

3)ソフトコンタクトレンズ用消毒剤による主な事例

【事例 1】2週間使い捨てコンタクトレンズを洗浄保存液に一晩浸け翌日装着したら眼が痛く

なりかすんだ｡ (2005年5月受付､20歳代男性､兵庫県)

【事例 2】ソフトコンタクトレンズの洗浄液を半月はど使用したところ眼が痛くなり眼科を受

診した｡汚れが取れておらずアレルギーを起こしていると言われた｡

(2008年9月受付､10歳代男性､長崎県)

【事例3】中和が必要なタイプのソフトコンタクトレンズ洗浄液で洗浄したレンズを装用した

ところ激しい痛みを感じ､眼科を受診したところ､洗浄液が原因だと言われた｡中

和時間や液量など､説明書どおりに使用した｡

(2008年9月受付､30歳代女性､兵庫県)

【事例4】コンタクトレンズ洗浄液で洗浄､すすぎ後コンタクトレンズを装着したら眼に激痛

を感じ眼科を受診した｡角膜炎を起こしており､洗浄液が原因だろうと言われた｡

(2009年5月受付､40歳代男性､福岡県)

【事例5】コンタクトレンズの洗浄液を変えたらアカントアメーバ角膜炎になり3ケ月入院し

た｡担当医師に洗浄液の殺菌力が不十分なことが原因だろうと言われた｡

(2009年6月受付､20歳代男性､東京都)
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(2)コンタクトレンズによる危害事例

1)栓件数

危害情報システムには ｢コンタクトレンズ｣による危害事例が2004年度以降の約5年間

で393件 (注13)寄せられている｡

393件のうちレンズの種類が分かったものが256件あ

り､うち206件 (80.5%)はソフトコンタクトレンズ

に関する事例であった｡ソフトコンタクトレンズに関す

る事例のうち使い捨てレンズ(注14)による事例と分かる

ものが124件 (48.4%)であった (図2)O

性別にみると､男性93件に対し女性はその3倍以上

の298件を占めていた (性別不明2件を除く)｡年代別

図2.レンズの種類別件数 (n=256)

にみると､20-30歳代で全体の半数以上を占めていた｡
(注 13)全国の消費生活センターに寄せられた､コンタクトレンズで危害を受けた相談件数 :268件
危害情報収集協力病院から収集した､コンタクトレンズで危害を受けた受診情報 :125件

(注 14)ソフトコンタクトレンズは装用スケジュールによって表2のように分類される(注7)0 ｢使い捨てレンズ｣
は一度外したら再装用しないものを指すのが一般的であるが､本報告書に限り､従来型以外のソフトコン

タクトレンズを ｢使い捨てレンズ｣としたo ｢使い捨てレンズ｣に関する件数は本調査のために事例を精

査したものである｡

蓑2.ソフトコンタクトレンズの装用スケジュールによる分類

分 類 使用サイクル 消 毒

ディスポーザブル(使い捨て) 毎 日交 換 1日 (寝る前までに捨てる) 不 要連 続 装 用 最長 1週間 不 要

頻回交換型 最長2週間 必 要

定期交換型 1ケ月交換 最長1ケ月 必 要
3ケ月交換 最長3ケ月 必 要

従来型 約 1年ん1年半 必 要

2).危害の内容､程度

危害の内容を自覚症状別に分類すると ｢目の痛み｣が138件で最も多かった (図3､複数

回答)0

危害の程度別にみると､病院からの情報125件のうち121件は ｢軽症｣であった｡消費生

活センターからの情報では､通院を要したケースは124件であった(危害の程度は図4参照)0

図3. ｢コンタクトレンズ｣による危害の内容

(複数回答)

目の痛み

充血

異物感

目のかすみ

視力低下

涙が出る

乾燥

目やに

目のかゆみ

0 50 100 150

(件)

図4. ｢コンタクトレンズ｣による危害の程度

(消費生活センターからの情報)

治療1週間未満

治療1-2週間

治療3週間～1ケ月

治療1ケ月以上

医者にかからず

50 100

(件)



5.ソフトコンタクトレンズ用消毒剤のアカントアメ-バに対する消毒効果

ソフトコンタクトレンズ用消毒剤のアカントアメーバに対する消毒効果を調べた｡試験は

日本コンタクトレンズ学会が実施した｡

(1)テスト対象銘柄

ドラッグストアや薬局の店頭で販売されているPy41-PSB銘柄をテスト対象としたO同ブラン

ドに複数の銘柄がある場合は､装用感が良いとうたった商品を中心に銘柄選定を行った｡ま

た､参考品として､過酸化水素を用いた商品2銘柄､ポビドンヨードを用いた商品1銘柄を

テスト対象とした (表 3､資料 (6))｡テスト対象銘柄は全て医薬部外品のソフトコンタ

クトレンズ用消毒剤であり､グループⅠ～Ⅳのソフトコンタクトレンズに使用できる旨の記

載があった (レンズの分類については12ページ表6参照)0

表3.テスト対象銘柄一覧

■分類 銘柄(No.) 商品名 製造者又は販売者名 1含有成分 ■最短消毒時間

l MPS 1 コンプリー トダブルモイス ト エイエムオー .ジャパン㈱ lmL中､塩酸ポリヘキサニド0.001mg含有界面活性剤､緩衝剤､安定化剤､等張化剤,粘綱剤表示指定成分 :エデト酸塩 4時間

2 バイオクレンゼロ ㈱オフテクス 【有効成分】lmL中塩酸ポリヘキサニド0.001mg含有 ､【配合成分】安定剤､緩衝剤､等張化剤､pH調整剤､界面活性剤､ポリリジン､ヒプロメロース､ヒアルロン酸ナトリウム【表示指定成分】ホウ酸 4時間

3 シー ドウソフトケア ㈱シー ド日油㈱ 有効成分/100g中､20%塩酸ポリヘキサニド液0.5mg含有配合成分/湿潤剤､等張化剤､緩衛剤､粘桐化剤表示指定成分/不使用 4時間

4 フレッシュルックケア チバビジョン㈱ 有効成分 :lmL中に塩酸ポリヘキサニド0.001mg含有配合成分 :界面活性剤､安定化剤､緩衝剤､等張化剤､pH 10分

10ミニツツ 調整剤表示指定成分 :エデト酸塩

5 オプティ.フリープラス 日本アルコン㈱ 1mL中塩化ポリドロニウム0.011mg含有､安定化剤 (エデト酸塩ト､界面活性剤､緩衝剤 (ホウ酸)､等張化剤､pH調整剤 ■ 4時間

6 レニューマルチプラス ボシュロム . 有効成分 :ポリヘキサニド (ダイメツド)1.1ppm含有配合成分 :緩衝剤､安定化剤､等張化剤､pH調整剤､ポロ 4時間

ジャパン㈱ キサミン､ハイドラネ-ト表示指定成分 :ホウ酸､エデト酸ナトリウム

7 エビカコール ド ㈱メニコン lmL中､塩酸ポリヘキサニド0.001mg含有界面活性剤､等張化剤､金属封鎖剤表示指定成分 :エデト酸塩､プロピレングリコール 4時間

8 ロー トCキューブ ロー ト製薬㈱ 有効成分 lmL中に塩酸ポリヘキサニド0.001mg含有配合成分 粘綱剤､等張化剤､緩衝剤､安定剤､界面活性 4時間

ソフトワンモイス トi 剤､pH調整剤表示指定成分 :ホウ酸､エデト酸塩

参考口ロロ 過醍化水秦タイプ 9 コンセプトワンステップ エイエムオー .ジャパン㈱ [消毒液]過酸化水素3.Ow/蛸､pH調整剤[中和錠]1錠中カタラーゼ4300単位､等張化剤､緩衝剤､滑沢剤､着色剤､コーティング剤 6時間

10 エーオーセプト チバビジョン㈱ 有効成分 ..[消毒液〕過酸化水象3.421W/V%[中和剤ディスク]1個中､白金1.5mg配合成分 :安定化剤､緩衝剤､pH調整剤､等張化剤 6時間

※このテス ト結果は､テス トのために購入 した商品のみに関するものである｡
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(2)テス ト結果

1)アカントアメ-バに対する消毒効果

アカントアメーバは栄養体 (trophozoite)とシスト (cyst)の2形態を持つO本項では

FDA/ISOスタンドアロン基準 (注15)を参考に､5×106/mlのアカントアメーバ懸濁液 (栄養

体及び2週齢シスト(注16))に100倍量になるように各消毒剤を加え､25℃で一定時間(2､

4､8､24時間)静置した後にアメーバがどのくらい減少したかを調べた (図5)0
(注 15)InternationalOrganizationforStandardization:IMamscriptforISO/FI)IS14729,Ophthalmic
optics-Contactlenscareproducts一Microbiologicalrequirementsandtest皿ethodsforprodtJCtSand
regi皿enSforhygienicmanagementofcontactlenses.2001

(注 16)栄養体をシスト化培地で2週間培養し､シスト化させたものO

①_7_カントアメーバの栄養体に対する8時間静置後の消毒効果を比較すると､過酸化水素タイ

プやポビドンヨードタイプと同程度の効果を示したのはMPS8銘柄のうち2銘柄 (No.6､7)

のみであった ㌧

アカントアメーバの栄養体に対する消毒効果を調べたところ､過酸化水素タイプ(No.9､

10)及びポビドンヨ←ドタイプ (No.ll)は､2時間を超える静置で1/1000以上アカント

アメーバが減少した (図5)0 舶ps8銘柄は､銘柄間で消毒効果に差があったが､表示され

た最短消毒時間 (No.1､2､3､5､6､7､8:4時間以上､No.4:10分以上 (表3参照))

で過酸化水素タイプ及びポビドンヨードタイプと同程度の消毒効果が得られたものは 1銘

柄 (No.6)のみであった｡

また､夜間消毒して起床後に再装用するサイクルを考えると､8時間程度静置する使用者

が多いと考えられるが､MPS8銘柄中4銘柄 (No.1､3､4､5)は8時間静置後もアカント
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アメーバが 1/10以下しか減少せず､8時間静置後に過酸化水素タイプやポビドンヨードタ

イプと同程度の効果を示したのは2銘柄 (No.6､7)のみであった｡

肝S8銘柄のうち､同じ成分 (塩酸ポリヘキサニド)が消毒成分として配合されていた銘

柄間においても消毒効果に顕著な差が認められた.これは､MPS内に含有されている界面活

性剤や保湿剤などの他成分が影響を及ぼしているものと推察された｡

②2週齢シストに対する消毒効果は栄養体に対する効果より低かった0-方でポビドンヨード

タイプはMPSや過酸化水素タイプに比べて2週齢シストに対しても消毒効果が高かった

コンタクトレンズを介して起こるアカントアメーバ角膜感染症予防のためにはアカント

アメーバの栄養体とシストの両者を日々のケアの中で消毒･除去する必要があると考えられ

る｡

しかし､アカントアメーバの2週齢シスト(注16)に対する消毒効果は､いずれの銘柄も栄

養体に対する消毒効果に比べて大幅に低かった (図5)｡一方､ポビドンヨードタイプはMPS

や過酸化水素タイプに比べて2週齢シストに対しても消毒効果が高く､4時間静置後で1/400

程度減少した｡

2)レンズケースに消毒剤を注ぎ足して使用した場合の消毒効果

レンズケースに消毒剤を注ぎ足して使用すると､アカントアメ-バは死滅せずに残存する可

能性があった

レンズケースに消毒剤を注ぎ足して使用した場合を想定したテストを実施したo103/ml

のアカントアメーバ懸濁液に1'0倍量になるように各消毒剤を加え､24時間室温で反応させ

た後､アカントアメーバが完全に死滅したかを確認した｡

その結果､全ての銘柄でアカントアメーバが残存していた｡コンタクトレンズ関連角膜感

染症重症例の全国調査結果 (注川)によると､アカントアメーバがレンズケースから検出され

た例が多く､レンズケースが主な汚染源であるとされているが､本テスト結果から､汚染さ

れたケースを洗浄せずに消毒剤を注ぎ足すとその効果は十分に発揮されずにアカントアメ

ーバが残存してしまうことが示唆された｡



図5.アカントアメ-バに対する消毒効果

栄 養 体

5 4
(注 19)

(fogreduction)

E3 毎 i 北

2週齢シスト

0 1 2 3 4 5

(logreductionト

小<--.･･-- - 消毒効果- - --I->大

(注 18)体液の代用として生理学などの実験や臨床的に治療で使用される生理的 (等張性)塩類溶液｡ (南山堂医

学大辞典より)

(注 19)消毒剤により､初期の接種菌数からどのくらい菌数が減少したかを対数で示した値ologreduction値が
1とはアメーバ数が1/10になったことを､logreduction値が2とはアメーバ数がl/100になったことを
意味する｡
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3)表示 について

①MPSを使用する上での注意表示の内容は銘柄によってまちまちであり､定期検査受診を勧め

る表示や装着前にすすぎを行う旨の表示がなされた銘柄は少なかった

日本コンタクトレンズ学会は､肝Sによるレンズケアの注意点として､以下の5点を挙げ

ている (日本コンタクトレンズ学会ホームページ (http://www.clgakkai,jp/)より)0､
⑳清潔な手でケアを行うこと

争こすり洗いを欠かさないこと

Sレンズケースの手入れを行い､常に清潔に保つこと(ケア後の洗浄と定期的な交換)

●3ケ月に1度の定期検査を受けること

○装着前にレンズをMPSですすぐこと

そこで､テスト対象としたMPS8銘柄 (No.1-8)について､外箱､添付文書､本体容器

のそれぞれにこれらの表示がなされているかを調べたe

その結果 (表4)､ケア前の手洗い､こすり洗い､レンズケースの洗浄･交換については

MPS全銘柄においていずれかの場所に表示されていたが､定期検査受診を勧める旨の表示は

2銘柄 (No.1､8)のみ､再装着前にすすぎを行う旨の表示は2銘柄 (No.5､8)のみにし

かなかった｡再装着前のすすぎを行う旨の表示がなかった6銘柄 (No.1､2､3､4､6､7)

には､ ｢すすがずにそのまま装用可能｣という旨の表示があった｡

ケアを行うたびに使用者の目に触れる本体容器の表示についてみると､ケア前の手洗いに

関する表示がないものが2銘柄'(No.2､5)､レンズケースの洗浄に関する表示がないもの

が4銘柄 (No.2､4､5､6)､レンズケース交換に関する表示がないものが5銘柄 (No.2､

3､4､6､8)あった｡また､コンタクトレンズの微生物汚染を軽減する手段と非常に重要と

されているこすり洗いに関する表示についてみると､8銘柄全てにおいて外箱もしくは添付

文書にこすり洗いに関する絵表示があったが､3銘柄 (No..1､4､8)は本体容器にも絵表

示があり､使用者に分かりやすく工夫されていた (写真4)｡

表4.主な表示の有無

(『箱』:外箱､ 『添』:添付文書､『容』:本体容器)

銘柄(No,) ケア前の手洗い こすり洗い レンズケースの手入れ 定期検査 装着前のすすぎ洗浄 交換

棉 添 容 箱 添 容 箱 添 容 鰭 添 容 箱 添 容 箱 添 容

1 有 有 有 有 有 有 ー有 有 有 有 有 右 有 有 なし なし なし なし

2 なし 有 なし 有 有 有 有 有 なし 有 有 なし なt/なし なし なし なし なし

3 有 有 有 有 有 有 有 有 有 なし 有 なし なし なし なし なし なし なし

4 有 有 有 有 育 有 有 有 なし なし 有 なし なし なし なし なし なし なし

5 有 有 なし 有 有 (注20なし 有~ 有 なし 有 有 有 なし なし なし なし (注21)有 なし

6 有 有 有 有 有 l有 なし 有 なし 有 有 なし なし なし なし なし なし なし

7 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 なし なし なし なし なし なし

(注20) ｢レンズの両面を洗浄｣という表示があった｡
(注21) ｢レンズの表面に異物などが残っているときは､本剤で軽くすすいでください｣との表示があった｡
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写真4.こす り洗いに関する本体容器の絵表示

,_.･P ,.i

:I-:= 主 ∴ -

洗 浄

日.t･･LI,iJ弓L 1:.'フ!コ:..-きtJ'
き･LJ;一.丈をキ';'.1'-_JtとL仁tほ可
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.二･t.対と3億1;j上席T･'LTJVT
旬抑詞にLとぎーていねい｢
､HI溝(_'至;一貫寸

No.8

② テス ト対象 11銘柄 中､商 品も しくはホームページにアカン トアメーバに 関する何 らかの表

示があったのは 4銘柄のみであった

アカ ン トアメーバ に関す る何 らかの表示がな されて いるか､商品及び製造 ･販売元 のホー

ムページを調べた｡そ の結果 (表 5)､商品 にアカ ン トアメーバ に関す る表示があった銘柄

は MPSl銘柄 (No.8)のみであったoホームページには､MPS3銘柄 (No.5､6､8)とポ

ビ ドンヨー ドタイ プ 1銘柄 (No.ll) に表示が あ り､ポ ビ ドンヨー ドタイ プ (No.ll)はア

カ ン トアメーバ に高い消毒効果 を有す る旨の表示があった｡

表 5.アカン トアメーバ に関する表示

分類 銘柄(No.) 商品の表示 (抜粋) 製造 .販売元のホームページ上の表示 (抜粋)

MPS 1 なし . なし

2 なし なし

3 なし なし

4 なし なし

･5 なし ･角膜の上皮や実質の一部がはがれ落ちたりキズついたりすると､目のバリア機能が低下して､細菌やカビ､アカントアメーバに感染しやすくなってしまいます○感染症が起こると潰痕がさらに悪化レ ときには失明の危険もありますO感染を伴った角膜潰癌の多くは､ソフトコンタクトレンズ装用者にみられます○レンズケアで重要な "消毒"の過程が正しく行われていないために感染を起こし､角膜潰痕を悪化させてしまうのです○

6 な し ･感染症の原因となる雑菌の種類には､細菌やカビなどがあり､その他にも繁殖すると特に重い障害を引き起こし､最悪の場合央明にも至ることのあるアカントアメーバなどがありますD･アカントアメーバ角膜炎汚れた淡水や土の中にいる小さな原生動物 (アメーバ)がコンタクトレンズに付着し､目にキズが付いて弱っている時などに菌が目の中に入り込んで感染する恐ろしい病気ですo感染することはまれですが､非常に治りにくく視力障害を残したり､最悪の場合失明してしまうこともある病気ですoアカントアメ.-バ角膜炎に感染しないための注意点としては､土を触った事で目をこすったりしない､コンタクトレンズをつけたまま川や湖沼､プールなどで泳がないoまた､レンズのケアや保存に水道水を使うことも厳禁ですo

7 なし なし

8 ･正しく使用しないと､細菌やアカ ･正しいケアを行わないと､コンタクトレンズの洗浄.消琴が不
ントアメーバ等の繁殖をまねき､ 完全となり､細菌やアカントアメーバ等の繁殖をまねき､眼感

眼感染症により長期入院や失明にいたる危険性がありますO. 染症を起こしたり､失明に至る危険性がありますo

参考口ロロ 過酸化水素タイプ 9 なし なし

10 なし なし

ポビドンヨード ll なし ･ポビドンヨードの力で細菌 .真菌 .アカントアメーバ .ウ

(注22)現在販売されている､ワンステップタイプの商品 (販売名はいずれも ｢クレンサイド｣)に関する表示｡
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6｡ソフ トコンタク トレンズの衛生状態調査

ソフトコンタクトレンズ装用者からコンタクトレンズ及びレンズケースを回収し､アカン

トアメーバ及び細菌の有無を調べた｡

(1)調 査 対 象

感染性角膜炎の全国調査結果によると､iO代､20代のコンタクトレンズ装用者に感染性

角膜炎患者が多いことが報告されている (注23)｡また､コンタクトレンズ関連の角膜感染症

で入院治療を要した重篤な症例の全国調査中間報告 (注10)に声ると､2週間頻回交換型ソフ

トコンタクトレンズ装用者の症例が全体の54%を占めていた｡そこで､本テストでは､18

歳～29歳の2週間頻回交換型ソフトコンタクトレンズを装用している学生385名 (平均年

齢 21.2歳)を調査対象とした｡

使用したソフトコンタクトレンズを次に装用する際の衛生状態を調べるため､通常通りの

方法で2週間装用し､装用最終日も通常通りのケアを行ったコンタクトレンズをレンズケー

ス内のケア用品に浸漬したままの状態で回収し､衛生状態を調べた｡また､レンズのケア方

法や目のトラブルの経験等についてのアンケート調査も併せて行った (資料 (5)参照)0

(注 23)感染性角膜炎全国サーベイランス ･スタディグループ :感染性角膜炎全国サーベイランスー分離菌 ･患

者背景 ･治療の現況-.日本眼科学会雑誌 110:96ト972,2006

(2)テス ト結果

1)アカントアメーバ

385名から回収したソフトコンタクトレンズケア用品 (385.検体)について､アカントア

メーバの有無を調べた｡レンズ及びケア用品が入ったレンズケースをフラッシュミキサーで

十分に摸拝し､ケース内のケア用品についてテストした｡テストは両眼分のケア用品を合わ

せて 1名分 1検体として扱った｡

①全体の 10%にあたる40名はアカントアメーバ汚染の痕跡があり､アカントアメーバ角膜

感染症を発症する可能性があった

回収したソフトコンタクトレンズケア用品について､培養による確認試験とリアルタイム

PCR法による定量試験を実施した｡リアルタイムPCR試験は日本コンタクトレンズ学会が実

施した｡

培養試験の結果､2名からアカントアメーバが検

出された (写真 5)｡また､リアルタイムPCR試験

により､培養試験でアカントアメーバが検出された

2名を含む40名 (10.4%)からアカントアメーバ

のDNAが検出され､アカントアメーバに汚染されて

いたことが確認された.レンズがアカントアメーバ

に汚染されていても直ちに感染につながるとは限

らないが､汚染が確認された40名は､角膜上皮欠

損等の発症に至る他の要因があった場合､アカント

アメーバ角膜感染症を発症する可能性があった｡

写真5.回収したケア用品から検出された

アカントアメーバ

栄養体 シスト



②アカントアメーバに汚染されていた40名のうち7割から細菌が検出された

細菌類はアカントアメーバが増殖する際に ｢栄養源｣ として必要とされている(注9)0

アカントアメーバ汚染が確認された40名中28名 (70.0%)から細菌が検出され､アカン

トアメーバ汚染が確認されなかった人 (345名)の細菌検出率 (58.3%)よりも高かった

(図6)0
図6.アカントアメーバ汚染の有無と細菌数 (注24)
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(注24)cfu(colonyformingunit)とは､コロニーとして検出された菌数を表す単位｡

③ポビドンヨード消毒剤を使用していた7名はアカントアメーバ汚染が確認されなかった｡ポ

ビドンヨードタイプの消毒剤は他の消毒剤に比べてアカントアメーバに対する消毒効果が

高かったことから､ケア方法に関わらず高い消毒効果が得られた可能性がある

使用していた消毒剤の種類別にアカントアメーバ汚染率をみると (図 7)(注25)､MPS使

用者の10.1% (34名)､過酸化水素タイプ使用者の13二5% (5名)がアカントアメーバ

に汚染されていた｡ポビドンヨードタイプの消毒剤を使用していた人 (7名)はアカントア

メーバ汚染が確認されなかったO使用し.ていた人が少ないため推測の域を出ないが､ポビド

ンヨードタイプの消毒剤は MPSや過酸化水素タイプの消毒剤に比べてアカントアメーバに

対する消毒効果が高かったこと (図5)から､個人のケア方法によらず高い消毒効果が得ら

れた可能性がある｡

また､使用していたレンズの種類別 (注26)にみると (図8)､グループⅣのレンズを使用

していた人のアカントアメーバ汚染率が高かったが､有意な差はみられなかったO一般的に

アカントアメーバの接着性は親水性の高いレンズで上昇すると言われているが (注7)､本テ

ストの結果ではレンズの種類による差はみられなかった｡

(注25)ケア用品名及びレンズ名はレンズ回収協力者の申し出情報による｡

(注26)ソフトコンタクトレンズは､レンズの素材の性質及びレンズに含まれる水分量 (含水率)によってグルー
プⅠ～Ⅳの4グループに分類されている(往6)Dまた､近年は､低含水率で酸素透過性の高いシリコーンハ
イドロゲルレンズが複数のメーカーから販売されている0

表…6Jtj2上コンタクトレンズの材質分類

分 類 性 質

グループⅠ 含水率が50%未満で非イオン性※であるもの
グループⅡ 含水率が50%以上で非イオン性※であるもの
グループⅢ 含水率が50%未満でイオン性※であるもの
グループⅣ 含水率が50%以上でイオン性※であるもの
※原材料ポリマーの構成モノマーのうち陰イオンを有するモノマーのモル%が 1%以上である

ものをイオン性､1%未満であるものを非イオン性としている｡
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(注27)

MPS(n=335)

過酸化水素(n=37)

ポビドンヨード(n=7)

その他(n=6)
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(注27)左右で異なる材質分類のレンズを使用していた3名を除く382名について集計｡シリコーンハイドロゲル
レンズには､グループⅠに属するレンズとグループⅢに属するレンズがあった (詳細は資料(4)1)参照)0

2)細 菌 類

385名から回収したソフトコンタクトレンズケア用品中の細菌数を調べたOまた､コンタ

クトレンズ関連角膜感染症の主要な起炎菌の一つである緑膿菌 (注28)と､手や皮膚の接触に

より汚染した可能性があることを示す大腸菌群の有無についても併せて調べた｡

(注28)緑膿菌性角膜感染症は特にソフトコンタクトレンズ装用者に好発するとされ､コンタクトレンズ関連角膜
感染症の全国調査 (注10)では､コンタクトレンズ装用が原因と考えられる角膜感染症で入院治療を要した

233症例中58例 (分離培養を行った218例の26.6%)から緑膿菌が検出されている｡

全体の約 60% (230名)から細菌が検出された｡また､約20%から緑膿菌が､7%から大

腸菌群が検出された｡MPSを使用していた人の細菌及び緑膿菌検出率は過酸化水素タイプの消

毒剤を使用していた人に比べて有意に高かった_

回収したソフトコンタクトレンズケア用品について細菌数を調べた結果 (図9)､385名

中230名(59.7%)から細菌が検出された｡緑膿菌は79名(細菌が検出された人の34.3%､

全体の20.5%)から検出され､菌数は細菌数に比例して増加する傾向がみられた(図10)0

大腸菌群は27名 (細菌が検出された人の11.7%､全体の7.0%)から検出された｡

消毒剤の種類別にみると (図11)､MPSを使用していた335名の細菌検出率 (61.5%､

206名)及び緑膿菌検出率 (21.8%､73名)は過酸化水素タイプの消毒剤を使用していた

人 (細菌検出率45,9%､緑膿菌検出率8.1%)よりも有意に高かった｡使用していた消毒

剤の銘柄毎に細菌検出率をみると (図 13)､過酸化水素タイプの2銘柄を除く全ての銘柄

で細菌が検出されており､消毒剤の作用のみで細菌を完全に消毒することは困難であること

が伺えた｡また､レンズの種類別にみると (図 12)､低含水 ･非イオン性のグループⅠの

レンズを使用していた人からの細菌検出率 (74･7%)は他のレンズを使用していた人より

も有意に高かった｡一般に細菌のレンズへの接着性は含水率に反比例すると言われているた

め(注7)､グループⅠのレンズは､他のレンズに比べて細菌付着量が多かった可能性がある｡

図9.細菌数と検出人数
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図10.細菌数と緑膿菌数の関係
(細菌が検出された検体のみ表示)
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図11.細菌及び緑膿直検出率 (消毒剤の種類別)
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図12.細菌及び緑膿菌検出率 (レンズの種類別)
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図13.ケア用品銘柄別の細菌数と細菌検出率

※使用実態調査による結果 (ケア方法等は考慮していない)

細菌検出率 (%)

50

☆:テスト対象銘柄

◎ 細菌数

㊥ 細菌検出率

100

14

過
酸
化
水
素

ポ
ビ
ド
ン

そ
の
他

ヨ
ー

ド

★コンプリートダブルモイストtNo.1),(n=31)
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★シードウソフトケア(No.3),(n=4)

★フレッシュルックケア10ミニツツtNo,4),(n=6)

★オプティ･フリープラス(No.51,(n=30)

★レニューマルチプラス(No.61,(n=51)

☆エビカコールド川0.7),fn=16)

☆ロートCキューブソフトワンモイストHNo.8),tn=25)

フレッシュ2tn=1)

ソフトコンタクトケアレンズコート(n=2)

ワンボトルケア(n=4)

コンフォートケア(n=6)

コンプリート10mintn=14)

バイオクレンワンtn=22)
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(注29)細菌数の点の大きさは人数に比例する｡
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3)ケア方法との関係

ソフトコンタクトレンズの衛生状態とケア方法との関係を調べた(ケア方法等に関するア

ンケート結果の詳細は29ページ資料 (5)参照)0

①石鹸での手洗いとレンズのこすり洗いを必ず行い､レンズケースを3ケ月以内に交換すると

いう 3点の注意点を守ってケアを行っていた人は注意点を守っていなかった人に比べてア

カントアメーバ汚染率､糸甲菌検出率ともに低か埴

日本コンタクトレンズ学会は､レンズケアの基本的な注意点として以下の3点を挙げてい

る (日本コンタクトレンズ学会ホームページ (http://www.clgakkai.jp/)より)O

●レンズを取り扱う前は必ず手指を石鹸で洗うこと

寺こすり洗いをすること

○レンズケースは 1.5-3ケ月に一度新しいものと交換すること

レンズケアを行う上でのこれら 3点の注意点を守っていたかどうかとアカントアメーバ

汚染率及び細菌検出率の関係を調べたところ､これらの3点の注意点全てを守ってケアを行

っていた人は､3点いずれかもしくは3点全てを守っていなかった人に比べてアカントアメ

ーバ汚染率､細菌検出率ともに低く (図14)､細菌数も少ない傾向がみられた (図15)0

一方で､これらの注意点を守ってケアを行っていたにもかかわらずアカントアメーバや細菌

が検出された人もいたことから､正しい方法でケアを行えていない人がいる､もしくは､使

用者のケアだけではこれらの微生物を完全に除去できていない可能性があった｡

図14.ケア方法とレンズの衛生状態

アカントアメ-バ汚染率
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緑膿菌検出率
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図15.ケア方法と細菌数
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や3点を守ってケアを行った人 (n=32)

国3点を守ったケアを行わなかった人 (n=353) ×3点を守ったケアを行わなかった人 (n-353)

②過酸化水素タイプの消毒剤には浸漬前のこすり洗いに関する表示がなかったが､アカントア

メーバを除去するためには消毒剤の種矧 こかかわらずこすり洗いが重要である

アカントアメーバ汚染が確認された40名のうち5名が過酸化水素タイプの消毒剤を使用

していたが､5名はいずれも定期的なこすり洗いを行っておらず､うち3名は ｢ほとんどし

なかった｣､1名は ｢全くしなかった｣との回答だった｡

過酸化水素タイプの消毒剤を使用していた人 (37名)全体をみても､こすり洗いを ｢毎

日した｣と答えたのはわずか 16.2%であり､こすり洗いを ｢ほとんどしなかった｣もしく

は ｢全くしなかった｣と答えた人が46,0%､ ｢こすり洗い不要のケア用品を使用していた

ためこすり洗いをしなかった｣人が 18.9%いた (図16)0
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日本コンタクトレンズ学会は､消毒剤の種類にかかわらず必ずこすり洗いを行うよう推奨

しているが､今回アカントアメーバに対する消毒効果のテストでテスト対象とした過酸化水

素タイプの2銘柄 (No.9､10)はいずれも､浸漬後 (装
図16.こすり洗いの有無

用前)にこすり洗いをする旨の表示はあったが､浸漬前 _l過酸化水素タイプを使用していた37名)

にこすり洗いをするという旨の表示はなかった｡ こすり洗い不要

過酸化水素タイプの消毒剤は MPSに比べてアカント

アメーバに対する消毒効果が高かったが (図5)､アカ

ントアメーバを除去するためには消毒剤の消毒効果だ

けでは不十分であり､消毒剤の種類に関わらずこすり洗

いを併用することが重要であると考えられた｡

のケア用品を

使用
18.9%

ほとんどせず
10.8%

⑨ケア前の手洗い__やこすり洗いを行わなかったリ､レンズケースを交換しないなど､誤った方

法でケアをして_いる人が多かった

ケア前の手洗いについては､毎回石鹸で手洗いをしている人は34.5%であり､手洗いを

毎回は行っていない､もしくは全くしていない人が3割程度を占めていた (図17)Oまた､

こすり洗いについては､ ｢毎日行っていた｣人は全体の約半数であり､ ｢ほとんどしない｣

｢全くしない｣と答えた人が合わせて12.2%いた (図18)｡コンタクトレンズ関連角膜感

染症の全国調査結果 (注10)によると､コンタクトレンズケースがアカントアメーバに汚染さ

れていた症例が多いが､レンズケースを3ケ月以内ごとに交換している人は約3割であり｢ほ

とんど交換せず｣ ｢全く交換せず｣と答えた人が10.7%いた (図19)｡ケア用品の添付文

書や外箱には使用方法が記載されているが､約 1割は ｢添付文書等を読んでいない｣もしく

は ｢ほとんど守っていない｣との回答であり､メーカー側が推奨する正しいレンズケアの方

法が使用者側に徹底されていない可能性があった (図20)0

図17.ケア前の手洗い

手洗いせず

図19.レンズケ-ス交換の頻度

図18.こすり洗いの頻度

図20.添付文書等に記載された装用方法を守ったか
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④担単数がコンタクトレンズ装用による何らかの目のトラブルを経験していたが､定期的E三選

重量受けていない人が多かった

調査対象とした385名のうち､コンタクトレンズを装用していて目の調子が悪くなったこ

とがある人が全体の半数近い49.1%(189名)いた(図21)｡感じた症状は､異物感(31.9%､

i23名)､充血 (26.8%､103名)が多かった (図22).アカントアメーバ汚染が確認さ

れた40名のうちコンタクトレンズを装用していて目の調子が悪くなったことがあると答え

た人は55.0%(22名)､細菌が検出された230名のうち目の調子が悪くなったことがある

人は46.9%(108名)であり､レンズの汚染が確認された人の半数程度は現状では目のト

ラブルを生じていなかった｡

一万､3ケ月に1回以上の頻度で定期検査を受診している人は全体の…38.4%(148名)

であり (図23)､定期検査を ｢ほとんど受けない｣､ ｢全く受けない｣という人も12.5%

(48名)いた｡

コンタクトレンズ関連角膜感染症の全国調査結果によるとコンタクトレンズ装用による

角膜感染症で入院治療を要した重症例の約 3割が定期検査をほとんどあるいは全く受けて

いなかった (経lo)｡また､使い捨てソフトコンタクトレンズ装用者を対象とした調査では､

3カ月ごとに眼科専門医による定期検査を受診することによりコンタクトレンズによる眼

障害発現率が低下したと報告されており､定期検査受診の重要性が指摘されている(注30)0

しかし､本テストの結果から､使用者の定期検査に対する意識はあまり高くないことが分か

った｡

(注30)糸井素純､金井淳 :使い捨てソフトコンタクトレンズの定期検査の必要性.日本コンタクトレンズ学会誌
43:142-145,2001

図21.コンタクトレンズを装用していて

調子が悪くなったことがあるか

調子が

悪くなった

ことがある

49,1%

異物感

充血

目の痛み

目やに

涙が出る

目の乾燥

目のかゆみ

視力低下

図22.自覚症状 (複数回答)

0 50 100 150

人数 (人)

国々3十定期 検査受診の頻度



7.消費者へのアドバイス

(l)こすり洗いを行わないと消毒剤の消毒効果だけではアカントアメ-バを完全に消毒する三

とはできない_｡消毒剤の種類にかかわらず､石鹸での手洗いやレンズのこすり洗いを毎日

行い､レンズケ-スを定期的に交換するなど､正しい方法でケアを行うようにしよう

アカントアメーバ角膜感染症はコンタクトレンズ装用者に多い重篤な疾患であるO

今回､2週間交換タイプのソフトコンタクトレンズ装用者を対象にレンズの衛生状態を調

査したところ､装用者の約1割にアカントアメーバ汚染が確認された｡また､ソフトコンタ

クトレンズ用消毒剤のアカントアメーバに対する消毒効果を調べたところ､アカントアメー

バに対する消毒効果はマルチパーパスソリューションよりも過酸化水素やポビドンヨード

を用いた商品の方が高かったが､消毒剤の消毒効果のみではアカントアメーバを完全に消毒

することはできないことが分かった｡

また､石鹸での手洗い､レンズのこすり洗い及びレンズケースの定期的交換をしていると

回答した人の中にもアカントアメーバ汚染が確認された人がおり､正しい方法でこすり洗い

等ができていない可能性があったことから､使用する消毒剤の種類にかかわらず､(∋専門家

にケア方法の指導を受け､(卦脱着時は手や指を良く洗い､③すすぎ液でレンズの表面をこす

り洗いし､よく流す､④レンズケースは洗って乾かしたものに新しい液を入れて使う､⑤レ

ンズケースは定期的な交換を行う､など､日々のケアを正しく行うようにしよう｡

(2)定期的に専門医のいる医療機関で検査を受け､目とレンズの状態をチェックしてもらラ_よ

うにしよう

本テストで調査対象とした人のうち3ケ月に1度以上の頻度で定期検査を受けていたのは4

割未満であった｡

ソフトコンタクトレンズは薄くて装用感が良いため､障害が起こっていることに気付きに

くく､異物感や痛みなどの自覚症状を感じた時には既に症状が悪化しているケースが多いと

される｡異常を感じていなくても､眼科専門医のいる医療機関で3ケ月に1度は検査を受け､

目とレンズの状態を確認してもらうようにしよう｡

8.業界への要望

(1)ソフトコンタクトレンズ用消毒剤そのもののアカントアメーバに対する消毒効果は限界が

あると考えられることから､商品にアカントアメーバ角膜感染症を防ぐための注意喚起表

示を徹底するよう要望する｡また､アカントアメーバ除去に有効なこすり洗いの方法や消

毒効果を向上させるような成分の組成を検討するよう要望する

アカントアメーバ角膜感染症は重篤かつ難治性の角膜疾患であり､患者の85-90%はソ

フ トコンタクトレンズ装用者が占めるとされる｡

今回､2週間交換タイプのソフトコンタクトレンズ装用者を対象にレンズの衛生状態を調

査したところ､全体の約1割にアカントアメーバ汚染が確認された｡また､ソフトコンタク･

トレンズ用消毒剤のアカントアメーバに対する消毒効果を調べたところ､消毒剤の消毒効果

のみではアカントアメーバを完全に消毒することはできないことが分かった｡
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ソフトコンタクトレンズ用消毒剤､特にMPSは､消毒剤の消毒効果のみではアカントアメ

ーバを完全に消毒できず､こすり洗い等のケアによる消毒効果の補完が必要であること等､

アカントアメーバ角膜感染症を防ぐための注意喚起表示を行うよう要望する｡

また､こすり洗いをしていると回答した人の中にもアカントアメーバ汚染が確認された人

がいたことや商品間で消毒効果に差がみられたことから､アカントアメーバ除去に有効なこ

すり洗いの方法や既存の有効成分の消毒効果をさらに向上させるような配合成分の組成の

検討を要望する｡

(2)装用者に対し､コンタクトレンズの適切な使用方法の教育 ･啓発をさらに徹底するよう_要

望重量

今回調査対象とした385名中約1割にアカントアメーバ汚染がみられ､また､約6割からは

細菌が検出された｡一方､ケア前の手洗いやレンズのこすり洗い､レンズケースの定期的な

交換など適切な方法でコンタクトレンズのケアを行っていない人はレンズの衛生状態も悪

い傾向がみられた｡

使用者が正しい使用方法･ケア方法を遵守するよう､商品の表示の改善など､対策を行う

よう要望する｡

また､こすり洗いをしていると回答した人の中にもアカントアメーバ汚染が確認された人

がおり､正しい方法でこすり洗いができていない人がいる可能性があったことから､アカン

トアメーバを除去するためのこすり洗いの方法について検討し､適切な方法を使用者に教育

啓発するよう要望する｡

9.行政への要望

(1)ソフトコンタクトレンズ用消毒剤そのもののアカントアメーバに対する消毒効果は限界が

あると考えられることから､商品にアカントアメーバ角膜感染症を防ぐための注意喚起表

示を徹底させるよう要望する｡また､アカントアメーバ除去に有効なこすり洗いの方法や

アカントアメーバに対する消毒効果の試験方法等について専門家による検討を開始するよ

う要望する

アカントアメーバ角膜感染症は重篤かつ難治性の角膜疾患であり､患者の85-90%はソ

フトコンタクトレンズ装用者が占めるとされる｡

今回､2週間交換タイプのソフトコンタクトレンズ装用者を対象にレンズの衛生状態を調

査したところ､全体の約1割にアカントアメーバ汚染が確認された｡また､ソフトコンタク

トレンズ用消毒剤のアカントアメーバに対する消毒効果を調べたところ､消毒剤の消毒効果

のみではアカントアメーバを完全に消毒することはできないことが分かった｡

ソフトコンタクトレンズ用消毒剤､特にMPSは､消毒剤の消毒効果だけではアカントアメ

ーバを完全に消毒できず､こすり洗い等のケアによる消毒効果の補完が必要であること等､

アカントアメーバ角膜感染症を防ぐための注意喚起表示を徹底させるよう要望する｡

また､石鹸での手洗い､こすり洗い及びレンズケースの定期的交換をすべて行っていると

回答した人の中にもアカントアメーバ汚染が確認された人がいたことから､レンズケース汚

19



梁の実態を把握するとともに､アカントアメーバ除去に有効なこすり洗いの方法及びアカン

トアメーバに対する消毒効果の試験方法等について専門家による検討を開始するよう要望

する｡

(2)装用者に対し､コンタクトレンズの適切な使用方法の教育 ･啓発をさらに徹底するよう医

師及び業界への指導を要望する

今回､調査対象とした385名中約6割から細菌が検出され､ソフトコシタクトレンズ使用者

の半数以上は衛生的な状態でレンズを装用できていないことが分かった.一方､ケア前の手

洗いやレンズのこすり洗い､レンズケースの定期的な交換など適切な方法でコンタクトレン

ズのケアを行っていない人はレンズの衛生状態も悪い傾向がみられた｡使用者が正しい使用

方法･ケア方法を遵守するよう､医師による注意喚起を徹底すると共に商品の表示を改善す

るよう業界指導を要望する｡また､定期検査の受診についても使用者に対する啓発を行うよ

う業界指導を要望する｡

本件問い合わせ先

商品テスト部 :042-758-3165
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【要望先】

消費者庁 消費者情報課 地方協力室

一般社団法人 日本コンタクトレンズ協会

【情報提供先】

厚生労働省 医薬食品局 安全対策課

厚生労働省 医薬食品局 審査管理課

日本コンタクトレンズ学会

社団法人 日本眼科医会

財団法人 日本眼科学会



10.テ ス ト方法

本テス トは日本コンタクトレンズ学会との共同研究により実施した｡各機関の実施項目は

表 7の通りである｡

表7.テスト環呂及び実施稔謁

テスト項目 テスト実施機関

(∋ソフ.トコンタクトレンズ用消毒剤のアカントアメーバに対する消毒効果 日本コンタクトレンズ学会

②ソフトコンタクトレンズの衛生状態調査I 検体回収 国民生活センター

アカントアメーバ (培養試験) 国民生活センター

アカントアメーバ (リアルタイムPCR法) 日本コンタクトレンズ学会
細菌類 国民生活センタ- I

(1)ソフ トコンタク トレンズ用消毒剤のアカン トアメ一一バに対する消毒効果

試験は日本コンタクトレンズ学会が実施した｡

1)アカントアメーバに対する消毒効果のテスト(注31)

①試験菌株

試験菌株は､AcallthamOebaCaSteJJanl'(ATCC50514)を用いたO栄養体はPYG培地 (ATCC

medium712)を用い､25℃で培養した｡シストは､栄養体の培地をシスト化培地 (Neff'S

constant-pHencystmentmedium;Neff,eta1.,1964)に交換し､25℃で2週間静置して

シスト化させた｡

(参試験方法

i)前培養した栄養体又はシストをフラスコから回収し､遠心分離 (800rp臥 10min)後､

1/4リンゲルもこて懸濁(5×106/ml)したQテスト対象銘柄(注32)にアメーバ懸濁液を1/100

量加え (5×104/ml)､25℃でo(注33)､2､4､8､24時間静置した.
ii)反応後の試験液(各種レンズ消毒剤)とDey-EngleyNeutralizingBroth(Sigma,St.Louis,

MO)(注34)を1:9の割合で混和し､中和させた｡さらにPYG培地で10倍階段希釈し､

アメーバの最終濃度を5×103(注35)､5×102､5×101､5×100/mlとしたOそれぞれの希

釈液を96穴組織培養プレー トの4穴に､各穴200plずつ入れ､25℃で培養した｡

hi)栄養体は1週間､シス トは2週間培養し､アメーバの増殖の有無を顕微鏡下で確認した｡

増殖の認められた穴の数を集計し､Spearman-Karber法 (注36) (4系列)にてアメーバの

生存数を計算した｡この結果からlogreduction(アメーバを何 log減少させることが

できたか)を求めた｡

(注31)参考文献 :Neff,R.J,,S.A.Ray,W.F.Benton,andlV.Wilbornt:Inductionofsynchronousencystmeni
(differentiation)inAcaD/Aamoebasp.lWethodsinCellPhysiol.1:55-83,1964

(注32)テスト対象錯柄のうち､過酸化水素タイプ及びポビドンヨードタイプをrついては､アメーバ..消毒液の混
和と同時に中和錠又は白金ディスクによる中和を開始し､2時間以上0)試験を行った60時間 (コントロー
ル)の試験には､あらかじめ中和錠又は白金ディスクを用いて中和させた液を用いた｡白金ディスクを用

いる製剤については専用の容器を用いた｡

(注33)0時間 (コントロール)では､アメーバ､各種消毒液､Dey-EngleyNeutrali乞ingBrothを同時に混和し
たものを試験に用いた｡

(注34)I)ey-EngleyhTeutralizingBroth(中和液) :PH.lIBを中和する成分としてポリソルベートを0.5%含むc
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(注35)5×103/mlの穴には､アメーバの増殖のため､PYG培地を80両加えた｡
(注36)Spearman-Karber式･.loglO(平均生存数)-Xo-d/2+dX∑ (ri/ni)

xo:loglO(全ての穴で増殖が認められた最低希釈段階の逆数)
d:log10(希釈係数) ;ここではd-1
ri:各希釈段階で増殖が認められた穴の数.全ての穴で増殖が認められた最低希釈段階をi-0とするo

ni:各希釈段階の穴の総数 ;ここではni-4

2)レンズケースに消毒剤を注ぎ足して使用した場合の消毒効果

試験菌株はアカントアメーバ角膜炎患者より分離した臨床分離株 (吉田株)を用いた｡試

験菌株を納豆菌塗布無栄養寒天培地で14日間培養し､シストリッチな状態にした｡この菌液

をおおよそ 103/mlの濃度になるように生理食塩水に懸濁したものを試験菌液とした｡試験

菌液 1に対してテスト対象銘柄を9の割合になるように混合し､24時間室温で放置した｡

24時間後､上記混合液0.05mlを納豆菌塗布無栄養寒天培地に接種し､アメーバ増殖の有無
を光学顕微鏡で観察した｡

(2)ソフトコンタクトレンズの衛生状態調査

1)レンズの回収

レンズ回収の協力者は､国民生活センターホームページ上で募集した｡2週間交換型ソフ

トコンタクトレンズを普段通りの方法で2週間装用し､装用最終日はレンズを外した後､普

段通りのケアを行った｡ケアを行った後､コンタクトレンズ及びケア用品が入ったままの状

態のレンズケースを冷蔵便で回収した.装用最終日のケア終了後の検体は冷蔵庫で保管した

(図24)｡レンズの回収は2009年 6月～9月に実施した｡

図24.レンズ回収までの流れ (夜消毒して翌朝装用する場合)

装用最終日の夜 翌朝

通
常
通
り
装

用

2)アカントアメーバ

①培養試験

レンズとケア用品が入ったレンズケースをフラッシュミキサーで十分に撹拝し､ケース内

のケア用品を回収した｡両眼分のケア用品を合わせて 1試料とした0

オー トクレーブ滅菌した大腸菌 (注37)を塗布したサブロー寒天培地 (栄研化学㈱)及びク

ロモアガ-カンジグ生培地 (関東化学㈱)にレンズケースから回収したケア用品 50両 を

滴下し､27℃セ2.週間培養した.光学顕微鏡で観察し､アメーバの有無を確認したO
(注37)L一乾燥標晶より復元した｡NBRC-3301株を使用した｡

②リアルタイムPCRによる定量試験

試験は日本コンタクトレンズ学会が実施した｡

TemplateDNAは､モニターより回収したコンタクトレンズ保存液200トLlに､QIAampDNA
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Minikit(㈱キアゲン)を用いて調製し､最終的に50両の精製水で溶出したoTaqManProbe

および Primerの設計は文献 (注38)に基づいて行い､TaqManProbeは 5'-FAM､3'-BnQ-1

で修飾した｡RT-PCRは､QuantictProbePCR(㈱キアゲン)を用いて､以下の条件で行っ

た｡装置は Lightcycler1.5(ST300) (ロシュ･ダイアグノスティックス㈱)を用いた｡

反応液組成及び反応条件は以下の通り (衰8､9)｡
(注38)DelphineRiviere,FlorenceMenardSzczebara,Jean-_hIarcBer5eaud,JacquesFrere,YannHechard･.
DevelopmentofreaトーimePCRassayforquanLificationofAcanLha皿Oebatrophozoitesandcysts,J.
111icrobioLMethods.64:78-83,2006

表8.反応液組成 (20LLi系)

成 分 容 量

2×QuantiTectProbeMasterMiX 10両 l

PrimerTaqAcFl(10ト⊥M) lLLl

表9.反応条件

ステップ 時間(分) 温度 (℃)ランプ速度 (℃/秒) サイクル数
PCR初期活性化 15 95 20 -

変性 0 95 20 50

3)細 菌類

①細 菌数

回収したケア用品lmlにSCDLPブイヨン培地9mlを加えたものを接種原液とした｡接種

原液から適宜希釈列を作り､ペトリフイルム培地好気性菌測定用ACプレート (住友スリー

エム㈱)を用いて細菌数を測定した (培養温度 :35±1℃､培養時間 :48±2時間)0

(参緑 膿 菌

①の接種原液から適宜希釈列を作り､NAC寒天培地 (栄研化学㈱)に塗布して菌数を調べ

た (培養温度35±1℃､培養時間 :48±2時間)0

③大腸菌群

(丑の接種原液から適宜希釈列を作り､ペトリフイルム培地EcoJ1'及び大腸菌群測定用EC

プレートを用い､大腸菌群の有無を調べた (培養温度 :35±1℃､培養時間:24±2時間)0

4)ケア方法等に関するアンケ- 卜調査

レンズ回収の協力者に対し､普段のコンタクトレンズケア方法等に関するアンケート調査

を郵送で実施した｡アンケート用紙はレンズ回収後に送付､回収した｡

23



11.資 料

(1)ソフトヨンタク トレンズ用消毒剤に係る通知等

1) ｢ソフトコンタクトレンズ及びソフトコンタクトレンズ用消毒剤の製造 (輸入)承認申請

に際し添付すべき資料の取扱い等について｣ (一部抜粋)

(平成 11年3月31日付医薬審第645号)

◎化学消毒剤の製造 (輸入)承認申請書の記載及び申請に際し添付すべき資料の取扱いについて

承認申請に際し添付すべき資料については､昭和55年 5月30日薬発第700号厚生省薬

務局長通知 ｢医薬部外品等の製造又は輸入の承認申請に際し添付すべき資料について｣に

よるほか､次に示す資料を添付すること｡ (中略)

【ソフトコンタクトレンズとの適合性に関する資料】

グループⅠ及びグループⅣからそれぞれ一種のレンズを選択し､以下の資料を添付

すること｡

弓肖毒効果に関する資料

眼科領域で問題となるような各種細菌､真菌､ウイルス及びアメーバに対する効果

に関する試験.なお､細菌及び真菌に対する試験は､InternationalOrganizationfor

Standardization発行の ｢ManuscriptforISO/FDIS14729,Ophthalmicoptics-

Contactlenscareproducts-Microbiologicalrequirementsandtestmethodsfor

productsandregimensforhygienicmanagementofcontactlens,2001｣ (注39)又

はU.SFoodandDrugAdministrationが示している｢Guidanceforndustry:Premarket

notific頼on(510(k))guidancedocumentforcontactlenscareproducts.｣ (注

40)に準拠して実施すること. '
(注39)試験菌種は3種類の細菌 (PseudomoBaSaemgjJ70Sa､SlaphyJococcusa〟reL/S､∫erratjamarcescens)
と2種類の真菌 (Candl'daalbJ'cans､FusarjLImSOJanj)0

(注40)試験菌種は3種類の細菌 (PseudomonaSaCr〝gJ'nosa､SlapAyJococclISaureuS､EscJ5erJ'chl'acoJl')と､
2種類の真菌 (CandJ'daaJbJ'canS,AspergJ'JJusnJ'geJ･)｡

2) ｢ソフトコンタクトレンズ用消毒剤の消毒効果に係る自主点検について｣ (一部抜粋)

(平成 15年7月2日薬食審査発第0702006号)

〇日主点検

課長通知に示された試験法等に準拠し､試験を実施したうえで消毒効果についての評価を

行うこと｡なお､承認申請時の添付資料において既に課長通知により提示した試験法により

試験を実施した場合であっても､消毒剤としての妥当性を再確認すること｡

この場合､細菌等効果が現れやすい菌種においてはログ3以上の菌数の減少が､真菌等効

果が現れにくい菌種にあってはログ 1以上の菌数の減少が確認されること｡
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(2)ヨンタクトレンズ関連角膜感染症全国調査結果より(経lo)

日本コンタクトレンズ学会と日本眼感染症学会が共同で実施したコンタクトレンズ関連

角膜感染症全国調査結果 (途中経過)の概要をまとめた｡

調査対象 :全国224施設

コンタクトレンズ装用が原因と考えられる角膜感染症で入院治療を要した症例

調査期間:平成19年4月～平成20年8月中旬

症 例 数 :233例 (男性129例､女性104例)

年 齢 :9-90歳 (平均2･8歳)

日 起炎菌

起炎菌の塗抹検鏡結果を表10に､分離培養結果を表11に示す｡アカントアメーバは塗沫

検鏡あるいは分離培養により55例 (24%)から確認されている｡

表10.塗抹検鏡結果 (181例)

… 歯種 アカントアメーバ グラム陽性球菌 グラム陽性梓菌 グラム陰性球菌 グラム陰性梓菌 糸状菌

角膜病巣 40 14 13 4 25 1

結膜嚢 0 2 1 0 1 0
眼脂 0 1 0 0 4 0

コンタクトレンズ 5 2 0 1 3 0
レンズケース 7 8 6 4 22 2

菌種 アカントアメ-ヅヾ 黄色ブドウ球菌表皮ブドウ球菌コリネノ汐テリウム 緑膿菌 セラチアその他のグラム陰性梓菌アスペルギルス

眼脂 0 0 1 1 71 1 0 0
コンタクトレンズ 0 2 2 1 8 2 6 0

2)使用していたレンズ及び消毒剤

使用していたレンズは､2週間頻回交換ソフトコンタクトレンズが127例 (54.5%)で

過半数を占めていた(図25)｡また､使用していた消毒剤又は保存液は､MPSが126例(54.1%)

で半数以上を占めていた (図26)0

図25.使用していたレンズ 図26.使用していた消毒剤

ロ2週間頻回交換ソフトコンタクトレンズ
ロ定期交換ソフトコンタクトレンズ

囲1日ディスポ-ザブルソフトコンタクトレンズ
ロカラーソフトコンタクトレンズ

団ガス透過性ハードコンタクトレンズ

皿従来型ソフトコンタクトレンズ

田1週間連続装用ソフトコンタクトレンズ
ロPMMA素材ハ- ドコンタクトレンズ
因オルソケラトロジーレンズ

田不明
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(3)ソフ トコンタク トレンズの正しいケア方法

<正しいこすり洗いの方法>

①清潔な手でコンタクトレンズを目から外して保存液ですすぎ､利き手と反対の手のひらの上

にコンタクトレンズを載せ､クリーナーあるいはMPSを数滴たらす｡

(塾利き手の人差し指の腹をコンタクトレンズに当て､軽く押さえながら手のひらの上でコンタ

クトレンズを一定方向にやさしく動かし､表面を約20-30回こするO

※円を描くように動かすとレンズが破損することがあるので指は一定方向に動かすこと｡

※ゴシゴシこするのではなく力を入れずにやさしくこすることO

※片面20-30回ずつが基本だが､高含水ソフトコンタクトレンズ等傷つきやすい

レンズの場合は5-10回にする｡

③外側をこすり終えたらひっくり返して同じように内側をこすり洗いする｡

④最後に保存液あるいはMPSでよくすすぐO

<レンズケ-スのケア方法>

コンタクトレンズを取り出した後､保存液を捨て､レンズケース全体を流水 (水道水)もし

くはMPSで洗うO水を切り､清潔な場所にふたと本体を伏せて自然乾燥させるOレンズケース

は1-3ケ月に一度新品と交換する｡
ごり日田

参考 :日本コンタクトレンズ学会ホームページ (http://WW.Clgakkai.jp/index.html)

アイアカデミー (http://www.eyeacademy.net/index.html)

コンタクトレンズ教室 (http://www.akトnet.co.jp/contacLlens/index.html)
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(4)回収したソフトヨンタクトレンズ及びケア用品

レンズは､平均年齢21.2歳の学生385人から1組ずつ回収した(男性132人､女性253人)0

レンズ及びケア用品の銘柄名はレンズ回収協力者の申し出情報による｡

1)回収したレンズ

回収したレンズは表12の通りである｡装用最終日から試験実施日までの日数は平均5.2日

(最短1日､最長31日)であった｡レンズの使用日数は平均13,2日 (最小5日､最大49日)

であった｡

表12.回収したレンズの概要

l 分類 レンズ銘柄名 メーカ｣名 組数

I巨 3,忘 27ikI) 2ウイ⊥クフレッシュ ㈱アイレ 5組

ネオサイト14 ㈱アイレ 9組

2ウイークアクエア クーパービジョン.ジャパン㈱ 13組1枚

シード2weekFineα ㈱シード 8組 1

シード2weekFineα(トーリツク) ㈱シード 1組

ノブト2weeksメディアル ㈱日本オプティカル 4組

ソフレンズ38 ボシュロム.ジャパン㈱ 2組

メダリストプラス ボシュロム .ジャパン㈱ 41組1枚

グループⅡ(47組3枚) プレシジョンUV チバビジョン㈱ 3組 .
メダリストⅡ ボシュロム.ジャパン㈱ 27組

メダリスト66トーリツク ボシュロム.ジャパン㈱ 17組3枚

グループⅢ 該当レンズなし - -

グループⅣ(132組2枚) 2ウイークアクエア+A クーパービジョン.ジャパン㈱ 3組

2ウイークバイオメディックス クーパービジョン.ジャパン㈱ 5組

シー,ド2weekPure ㈱シード 12組

2ウイークアキユビュー ジョンソン.エンド.ジョンソン㈱ 79組

2ウイークアキユビューディファイン ジョンソン.エンド.ジョンソン㈱ 12組

フォーカス2ウイークレンズ チバビジョン㈱ 1組

メニコンフォーカス ㈱メニコン 6組

ロートi.Q.14アスフエリック ロート製薬㈱ 11組1枚

ロTトi,Q.14トーリツク ロート製薬㈱ 3組 1枚

シリコーンハイドロゲルレンズf "8組3枚) .,エアオプティクス2ウイーク(グループⅠ) チバビジョン㈱ 12組

アキユビューアドバンス (グループⅠ) ジョンソン.エンド.ジョンソン㈱ 42組1枚

アキユビューオアシス (グループⅠ) ジョンソン.エンド.ジョンソン㈱ 40組

アキユビューオアシス乱視用(グループⅠ) ジョンソン.エンド.ジョンソン㈱ 4組 1枚

メダリストプレミア (グループⅢ) ボシュロム .ジャパン㈱ 2組 1枚



2)使用していたケア用品

使用していたケア用品は表 13の通りである｡MPSを用いていた人が最も多く､全体の

87.0% (385名中335名)を占めていた｡過酸化水素タイプの消毒剤を使用していた人は

37名 (9.6%)､ポビドンヨードタイプの消毒剤を用いていた人は7名 (1.8%)であっ

た｡その他の6名 (1.6%)は消毒剤を使用しておらず､コンタクトレンズ用保存液もしく

は精製水でケアを行っていた｡

表13.使用していたケア用品

分類 ケア用品名 メーカー名 人数 (人)

Mrs(335名) フレッシュ2 ㈱アイレ 1

ソフトコンタクトケアレンズコート 旭化成アイミ-㈱ 2

ワンボトルケア 旭化成アイミ-㈱ 4
コンフォートケア エイエムオー.ジャパン㈱ 6

コンプリートダブルモイスト エイエムオー.ジャパン㈱ 31

コンプリー.ト10min エイエムオー.ジャパン㈱ 14.
バイオクレンゼロ ㈱オフテクス 9

シードウソフトケア ㈱シード 4

フレッシュルックケア10ミニツツ チバビジョン㈱ 6
オプティ.フリー 日本アルコン㈱ 43

オプティ.フリープラス 日本アルコン㈱ 30

OPTI-FREERepleniSH 日本アルコン㈱ 2
フォレストリーフ ㈱フアシル 2
レニュー ボシュロム.ジャパン㈱ 33

レニューマルチプラス ボシュロム.ジャパン㈱ 51

エビカコールド ㈱メニコン 16

ロートCキューブソフトワンクール ロート製薬㈱ 13

ロートCキューブソフトワンモイス ロート製薬㈱ 3

ロートCキューブソフトワンモイスト ロート製薬㈱ 7

ロートCキューブソフトワンモイストiロート製薬㈱ 25

I過酸化水素タイプ(37名) コンセプトクイツク エイエムオー.ジャパン㈱ {2

コンセプトワンステップ エイエムオー.ジャパン㈱ 10

バイオクレンケムセプトNEX ㈱オフテクス 2

エーオーセプト チバビジョン㈱ 8

エーオーセプトクリアケア チバビジョン㈱ 15

ポビドンヨードタイプ(7名) エフアールワンステップ ㈱オフテクス 3バイオクレンエフアール ㈱オフテクス 4

その他 (6名) (コンタクトレンズ用保存液) - 4
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(5)コンタクトレンズの使用方法に関するアンケート結果一覧(n=385)

1.コンタク トレンズの書

間1.コンタクトレンズの装用
暦
1 1 5 1 で
′年～ 年～ 0年 め他
求満 5 i 臥

年末 0年未納 上
廿1

件数 21 15SlS3 23 0

麦用歴について､7 2 .本調査で回収 したコンタク トレンズに ついて
問2.2週間交換JB以外に使用したことのある 問3.2週間交換型ソフトコン夕 問 4.処方を受けた場所 間5.コンタク トレンズ をLTILry入した 場 所 間6.添付文番､外箱等に記g'&された
コンタクトレンズの秘郡<複数回等> クトレ ンズの装用歴 装用方法を 守つたか

ハ ソ ソ 1 ソ 1 交 そ 来 1 I. 5 1 そ 大 大 限 ‖艮コ 医 そ 限 眼 コ 過 イ 衣 )外 他 そ 必 揺 揺 全 蘇 そ
ー フ 7日 7日 換 の 回 年 年 年 0 の 学 辛 一銭 科ン 柿 の 料 鏡 ノ 倍 ン 局 :国 人 の ず 揺 と く 付 め

ドコ トコノ ト位コい ト使コい )Aソ 他 答 未､l虎 ～5辛 ～ 辛ぶ 他 柄> 柄 宿メ 診夕一ヽ u) 他 施qTtr 宿 夕 収- タI 鳥 か 也 守 守 ん 守 文一3' 仙

ン ン捨 ン捨 フ 柄 10 臥上 防の 防以 門め 療ク所 ト 処方 65t俳 クト 充 ネ 一牌:入11I+II一一II叩III■Il らl& つた つた ど守 らな 港等

夕 夕 夕て 夕て .ト 未 年 限 外 限 レ 杏 設 レ ツ り ら か 香
ク ク ク ク夕 コ 柄 束 料 め 料 ン 隻 め / ト 隻 な つ 読

トレノズ トレンズ トレンズ トイレブン以ズ外の ノタクトレンズ 満 限料 診療釈 ズ鼠舵店隣揺の けてい衣い 販売店 ズilrgE舵店 舵売 汁た かつた た んでいない

27 67 154 9 147 'lS 57 42 lSG t45 ll 1 5 170 52 14S 10 0 206!38 110 5 22 4享o 0 0 ･52290 72 0 3】 0
2.本調査で回収 したコンタク トレンズについて 3.普段の使用 方法

問7_コンタクトレンズの装用将･TnLJ(i問8.哨寒を行った頻度 間9.消薄利のパツケ-ジに紀職され 間10,レンズ のこすり洗いを行つ た か 閉り.レン ズのケアを行う前は事を 問12.レンズケ-ス交換のJW1度 問ー3.1セットu)レンズu)ー仙洞
日あたり) た消誇時間を守つたか 洗つたか 何問

1 8 I) 4 不 そ 柾 過 過 時 揺 全 そ 必 揺 揺 全 消 で 拓 過 過 時 ほ 全 そ 序 拓 時一時 辛 そ 3 6 I 不 揺 全 そ 2 2 3 1 そ

6瞳 時間 時間 時間 規刺 の他 日哨 に4 に2 .々'J とん く宿 の仙 ず′一 ぼ′= とメ く′一 礎肺 のlf 日 に に 々 と く のI 回 回 三々々 洗 のI ケ ケ 午 症 と くJヾ のI 過L. 過ーr 過 ケ (/)

∫問以 P～1 n～8 l一束#It' tu 作･71lL ～6 ～3 消凝し ど消 7T:潔し uL 守った 司った tJど守 TPらな 汁間を 他 I-すり 4～62～3 ｣すり んど すり 也 石けメ 水洗い 石けメ.水:洗lい いは 他 月以 月臥メ 以内ー■一 糊にプ貫 んどフLIこ 父換し 他 問以} fH1杏′⊃ 問杏 ′ー杏.'.rJ 也
上 6 時 J1 た 回 回 た I番 な ら か 意 疏 回回 洗 ｣す 洗 U等 し U等:し して 内,一｣ 四一′し_ し_と X換 X換 て 阿 撃ス_ 超え 響ス.
時 間 消 消 し か な つ 級 い ■ヽ_ い り い で た で:た い と と に し し い .1 I ら
間 求 諺 串 な つ か た し し す す し 釈 し 洗 洗; な に に 交 て て な 過 一ナ

莱納 鯛 した した かつた た つた なかった た り疏いした り汰いした た いしなかつた なかった つた つた い 交換していた 交秩していた 換していた いた いない い 間以柄 月以内

件数 50 306 27 0 2 0 300 40 12 ll 6 14 2 135 170 18 り 51 9◆ l9467 38 27 19 26 lZ 13 3 130 55 39 28 0 128 65 10 ほ7 3l 10 14 219 l̀15 19 2 0

3.普段の使用方法 4. ソ フ トコンタクトレンズ装用による目のトラブ ル について

間14.適齢コンタクトレンズを ;'.BR何日くらい装用するか 間I古.定1gJ倹盃を受けているか 問16.日のトラブルが進きた経験 問17.間16で1ある｣と回答した 人の み回答 (D三189)

紘lヨ 過6日 過5口 過3～4日過i～2日 不規則 しめ他 1ケ月にi 3ケ月に1 6ケ月にI i年に1回 不定糊に受 揺とんど餐 全く質けて そめ也 あち ない (1) 網干が怨くなったET (2 ) 症状< 複数回答> (3 ) 症状の程度右目 蛋目 両冒 堪え その 充血 輿物 眼めtT.I 視力 目 て流や :演 冒め 吃燥 覚え 早.の 医者 医者症状の程度 (tI=112)※医潜にかかった人のみEn]答

匝ー祢皮受けていら 回程皮受けていら 回堤皮隻けている堤皮壁汁ている 汁ている 汁ていない いない ていない 也 感 那み 低下 に IIlI∫l1I一一II1)IlJー かゆみ しいない 他 にかかった にかからなかった 全袷I過間未柄 全治】～2過問 坐袷3過間～1ケ月 全袷1ケ月以上 での旭
件欺 ZLI87】 40 163 6. 1 5 1Ll3 iOS2753 30 18 1 lS9 H)G 17 21 103 47 1 103 123 69 9 5 3 .;26 17 lS 0 】5 1127752 36 ll 5 S



(6)テス ト対象銘柄一覧

分類 銘柄(No.) 商品名 製造者又は販売著名 含有成分 使用方法 うたい文句等

マ 1 コ エ lmL甲､塩酸ポリヘキサニド 使用方法 ･1本でうるJ言い実感&目にやさしいo

0.001mg含有罪而活性剤 緩衝剤 安定化剤 レンズを取救う前には､必ず石けんなどで手を洗い､よくすすいでください〇本剤を使用する際には 必ず専用のコンプリートレンズケース (以下 ｢鮪用ケース｣)を使用 ･タンパク汚れも落とす･日の健康尤老兵た 日にやさしいう7おいヴェールで 快適なifi-用成左実現
ノブ イ ド _ ヽ/ 上､等張化剤､粘調剤 川ヽ -ヽ ヽ ヽヽ ーTrしてくださいn - 2:-JLL､ L P ヽ 衣 .LL.､a= O･その秘密は 『うるおいヴエ-ル』,レンズ周囲に作られる ｢うるおいヴエ-ルJによってレ

リ エ 裳示指定成分 :エデト酸塩 ①洗浄レンズを眼からはずし手のひらにのせ,本剤を数滴つけて､レンズの両所を各々､20- ンズの乾きを防ぎ､快適なつけ心地が持続しますく,

ー ム~オー ･すっきりt高い洗浄 .消毒効果の憧れた洗浄 .消穆効果を発揮nレンズの汚81をしっかり落ト 30回指で軽くこすりながら洗いますの とします¢
ダ ②すすぎ ･視界クリア !優れたタンパク除去効果Oタンパク汚れを落とし､クリアな視界を実現しま

■プル ジヤ 洗ったレンズの両面を本剤でよくすすぎます,.※こすり洗いとすすぎは必ず正しく行ってください .̀汚れと細菌を除去しますれ､ヽ如 r7- す〇･レンズをしていないみたい!自然の涙に近い.､自然の涙に近い性状で日にやさしいn レンズ

モ パン㈱ 3YF帝 .--T- をしていないかのよつなナチユフルなつけ心地で .∫

イ 専用ケースに本剤を満たし､その中にレンズを完全に浸し､ケースのフ夕をしっかり締 ･もちろん､これ1本で簡単 日本ケアD r洗沖.すすぎ.消蒔 .保存｣がこれ一本.,簡単ケア

スト めますoそのまま4時間以上放置して消毒は完了ですDレンズは､すすがずに､そのまま盗用できますn使用後の専用ケースは空にして､本刑でよく洗った後､自然乾燥してください., システムです○

2 バ ㈱ 【有効成分】lmL中塩酸ポリへキ 使用方法 ･レンズのうるおい､ずつと続くo

サニド0.001Ⅱ一g:含有 ◎レンズを取り救う前には､必ず石鹸等で事をきれいに洗ってください【 ･ヒアルロン酸ナトリウム配合
【配合成分】安定剤､緩衝剤､等 1,洗浄 ･ヒアルロン酸入りレンズうるおう一本ケア
張化剤､pH開港剤､界面括性剤､ 目からレンズをはずし手のひらにのせ､バイオクレン ゼロを数滴つけて､レンズの両 コンタクトレンズにはさまざまな汚れが付着します..レンズを晴潔にし､快適な渡用感を保つ

イ ポリリジン､ヒプロメロース､ヒ 両を各々､20-30回指で掻くこすりながら洗ってください., ためには在日の正しいケアが必要ですoバイオクレンゼロは1本で洗浄.すすぎ.潤:tB:.保存
オ オ アルロン酸ナトリウム 2.すすぎ ができ､さらにタン′てク汚れの付着を防止する働きもプラスしたゾフトコンタクトレンズ用哨
ク フ 【来示指定成分】ホウ酸 洗ったレンズの両面をバイオクレン ゼロでよくすすいでくださいn 車剤ですo
レ チ 本刑はポリオキシエチレンポリオ 3.油密 .保存 ･レンズうるおう､初めてのヒアルロン酸入り一本ケア
ン ク キシプロピレングリコールを含有 レンズケースにバイオクレン ゼロを粥たし,レンズを完全に舷中に沈めてからふたを ヒアルロン酸ナトリウムを､ソフトコンタクトレンズ用消磁剤で初めて揺用りレンズ装劉寺の
ゼ ス していますo しっかりしめてくださいnそのまま4時間以上放匿すると消.鶉';が完7'しますo消毒後､ クッション性も高く､さらにレンズのうるおい効果が持続しますO
ロ レンズを又り しそのまま装用してくださいp ･くもり.ゴロゴロ感の原因､タンパク汚れを ロック

ルチパIパ 使用後のレンズケースは､水道水でよく洗った後､自然乾燥させてください○ ポリリジンがレンズ表面に作用し､レンズのくもり.ゴロゴロ感の原因であるタン′iク汚れの付着を防止するため､1日中快適な装用感が得られます.̀

3 シI 騒 有効成分 lOOg中､20%塩酸ポリ 使用方法 ー洗浄力×うるおい力 うるおいバリアで汚れをブロック

ス ヘキサニド液0.5皿g含有 ※レンスを取り扱つ前には､手指を必ず石けんでよく洗い､よくすすぎます○ ･すくれた洗浄,消番力とTPのうるおい力oLかもうるおい層のバリアで､汚れをよせつけま

ソリユ 一合fi 湿 ‡ ､Jh張 T､′ 1.こ り洗い せん○
衝剤､粘羽化剤 目からはずしたレンズを手のひらの上にのせ､本剤を数滴たらし､レンズの両面を各20 ･レンズをクリアに保つ洗浄.哨毒力○ レンズのくもりの原因となる,タンパク質や脂質な
表示指定成分 不使用 回程度､指の腹で軽くこすり洗いします○ どの汚れや細菌類を,すっきり除去○高い洗浄.消寄効果でレンズを梢潔に保ち､視界をクリ

Iシヨ 2,すすぎレンズの両面を充分な畳の本刑で､よくすすぎます○ アにの
･Wのうるおいで､乾燥を防ぐ. rリピジユア｣と rHPafC｣のダブルのうるおい成分を配

3.滴番 合Dすぐれた保水性で､レンズ表面にうるおい屑をつくり､乾燥から守りますO

ン ドゥソ レンズケースに本剤を満たし.レンズを完全に浸しますoレンズケースのキャップを ･うるおい層のバリアが､汚れをブロックO うるおい屑のバリア効果で､汚れをシャツトア
しっかりと縮め､4時間以上放置すると消毒は完了です.,レンズは､すすがずにそのま ウト○さらに､一度落とした汚れがレンズに再付着するのを防ぐので､快適な装用感をもたら
ま装用できます○ しますo

フトケア ※使用後のレンズケースは液を捨て､本剤でよく洗った後､自然乾燥させてくださいD ･商い安全性で､鹿にやさしい,. 塩化カリウム配合で涙に近い性状だから､嘘にやさしい使い心地です○表示指定成分である界面油性剤や防腐剤などを一切含まず､高い安全性を実現しましたn･うるおい成分リピジユア 涙鞍成分をモデルに開発された､医薬品.化批晶-人工臓器などにも用いられる高分子うるおい成分むレンズをうるおい層でつつみ込みますo･高分子うるおい成分 ｢リピジユア｣配合 l｢リピジユア｣は､ヒトの細胞膜を榊成し､涙織にも含まれる成分 (リン脂質)をモデルに開発された､医薬品.化粧品.人工臓器などにも用いられる高分子うるおい成分○乾燥しにくく､快適な装用感を保ちますnまた､汚れの付着を抑えてクリアな視界を保ちます○

4 フ チ <有効成分>lmL中に塩酸ポリへ 使用方法 ･これ一本で洗浄.消奄 10分で完了

キサニド0.001皿g含有 ソフトコンタクトレンズを取扱う前に必ず石けんで事をよく洗います○ ･10分できれいなレンズにリセット
<配合成分>界面活性剤 (ポリオ ステップ1/洗浄 ･10分ケアだから-レンズが曇ったり､ゴロゴロしたり､レンズの不快を感じたら､いつでも

レ キシエチレンポリオキシプロピレ 目からはずしたソフトコンタクトレンズを手のひらにのせます.,ソフトコンタクトレン どこでも快適レンズへスピードリセットDこすり洗い後､ー0分浸けるだけ.,消毒 .洗沖が完了
ツ ングリコール)､安定化剤､横衝 ズ糞面に本刑を3滴以上滴下し,各面20回以上ずつていねいにこすり洗いをしますD します,.
シ バ 刺,等張化剤､pH調整剤 ステップ2/すすぎ ○学校やオフィスの休み時間に
ユ ビ <表示指定成分>エデ卜酸塩 こすり洗いしたソフトコンタクトレンズの両面を本剤でー0秒間以上すすぎます○ ◎長時間パソコンを使用したときに"
ルl ジ ステップ3/消轟 .保存 ◎毎日のケアにbもちろん一晩浸けてもOl日
ツ0 ヨ レンズケースに本剤を満たし､レンズを完全にひたし､ケースのフ夕をしっかりと締め ･フレッシュな装用感
クミ ン ますoそのまま10分以上放置すると消毒が完了しますo消毒後のレンズはそのまま装用 ◎ステップー 汚れをきちんと除去 ポロクサマー .EDTA.リン酸塩の3つの成分が効果的に夕
ケニ ㈱ できます○ ンバク汚れを除去し､レンズをきれいにします,.



分類 銘柄(No.) 商品名 製造者又は焼売著名 含有成分 使用方法 うたい文句等

マ 5 オブ 日本 lmL中塩化ポリドロニウム0.011mgステツ71-洗浄 ･ひとみに安心 レンズをもつと消潔に

含有,安定化剤 (エデ ト酸塩)､ あらかじめ石けんなどで事をよく洗っておきます,,レンズをはずし､手のひらの上にの ･うるおいと洗沖の新成分プラス
界而油性剤,緩衝剤 (ホウ酸)､ せ､本剤を数滴たらし､レンズの両両を各々20秒ほど指でこすり洗いしますれ ･新成分でレンズにうるおい 新成分の作用がレンズ表而
等張化j軌 pH調性剤 ステップ2-すすぎ あるつけごこちをもたらします.,

レンズの両面を本剤で20秒以上､または完全に残留物が取り除かれるまで十分にすすぎ ･デュアルアクションでレンズを洗浄
フ~イ ますn AcLiont アクティブクリーニング 脂質汚れにはたらく

ステップ3-消轟 ..仔 -用を高め し -

フリープラス アルコノ㈱ レンズケースに本則を縮たし､レンズを完全に浸し､ケースU)ふたを完全に締めますけ tJ L r}AcLion2 パッシブクリ-ニング 眼に優しいナチュラル

4時間以上放置しておけば哨額が完了し､そのままレンズを装用できますわ クの汚れを放り除きますo
<レンズ装用の前に> ･ポリクオツド (ソフトコンタクトレンズ用消毒成分)で
レンズケースから取り出したレンズの妾面に見物などが残っているときは,本刑でレン 限とレンズに優しい ｢ポリクオツド｣はアルコンだけが使

ズを軽くすすいでくださいqレンズ装着後､レンズケースは空にして､新しいオプティ.フリープラ不(hfPS)でよく洗った後､かならず自然乾燥させてください¶ 微生物にはたらきかけ､レンズを消凄します"高分子なのせん.

6 レ ボ 《有効成分》ポリヘキサニ ド (ダ 【使用方法】 ･タンパク除去もできるスーパーーボ トル

イメツド)Llppm含有 1.洗粋 ･レンズをきれいに､瞳にやさしくo
《配合成分》緩衝剤､安定化剤､ レンズケースに本剤を満たし､事を石けんでよく洗いますりはずしたレンズを手のひら ･きちんとタンパク除去 新配合ハイドラネ-トの作り出

等張化剤､pH調蜂剤 ポロキサミ にのせ 本 Jを3-5滴落として片面を人差し指で約10秒間ていねいにこすり洗いしま 付着したタンパク質の汚れまでも､すっきり取り除きます

ユ ン′ユ .Ati ヽン､ハイ ドラネ- ト一一ヒ一七 ゝ .ヽ_すD惑面も本剤を3-5滴落として約10秒間こすり洗いしますn き81い.fxサ ､ 一*L-L 1- -7 ､

Iマ ロA . 《表不指疋成分》ホウ酸､エア ト酸ナ トリウム 2.すすぎレンズの両面を本剤ですすぎ,表面の残留物を充分に取り除きますO3.消頚 (保存) ･幌にやさしい しかも､レノス衣用叶にはつG)おい成分寄せて涙のクッションをつくるから､櫨にやさしい..

ルチ ジヤ レンズケースにレンズを入れ,キャップをしっかりしめます..少なくとも4時間この状態で放置します (この間に哨寿が完了します)r,消寄後､レンズケースか ら取り出した

フ パ レンズはそのまま装用できます.,

ノレチノヾIノスヾ フス ン㈱ *レンズを取り出した後のレンズケースは空にして､水道の流水でケース内をよくこすり洗いしてからすすぎ､自然乾燥させてくださいB (海外等で使用される場合には､レンズケースは本剤で洗浄し､自然乾燥させてくださいn)

7 エ tmL中､塩酸ポリヘキサニ ド レンズを取り扱う前には､毎回必ず事を石けんでよく洗い､水道水 (流水)でよくすす ･レンズの外から中からWのうるおい1ヽ■

ソ 0,00一mg含有 ざますp ･ナチユフルパワーで決選 ヽ 〇 ､

リユI 界佃活性剤､等張化剤､金属封鎖 1.洗浄 1.天然系成分フルーツ酸がタノバク汚れを包み込み､レ剤表示f旨定成分 :エデ ト酸塩､プロ コンタクトレンズを眼からはずし手のひらにのせ,エビカコール ドを数滴つけて､レンズの両面を各々､20-30回指で幡くこすりながら洗います,, 著してしまったタンパク汚れにも効果的にはたらきます一,2.天然系成分フルーツ酸とアミノ酸がレンズの形状を安

シ′三一 ヒカ ㈱メ ピレングリコール 2.すすぎこすり洗いしたレンズの両面をエビカコールドでよくすすぎます.. す〇･しっかり消寿 .洗浄

ン コー コ 3.消轟 .保存エビカコールドを満たしたレンズケースにレンズを完全に浸し､ケースのキャップを 有効成分PnhtBと催物原料の界両油性剤のはたLJきにより､寄､洗沖○レンズを油潔に保ちますn
ル ン _ヽ し_しっかりしめますbそのまま4時間以上放置すると消掛 ま完了です,.哨額後のレンズは ･瞳とレンズに陵しいWのうるおい
ド すすがずにそのまま装用できます巾 臓物原料の界面活性剤がレンズ衷両にうるおいベールをlr9

使用後のレンズケースは椎をすて､エビカコールドでよく洗った後,自然乾燥させてく せた親水成分がレンズ内部にしみ込んでうるおいをキ-プ

ださい.,また､より消潔にお使いいただくために､レンズケースは定期的に交換してください○ もうるおいますの

8 ロー ロ 有効成分 lmLrr.1に塩酸ポリへキ ◎下記に従い､正しくケアをして<ださい.,レンズを装用する度にこすり洗いを行い､ ･うるおい長持ち

サニド0.001mg含有 新しい黄綬に入れ替えることが必要です.. ･こすり洗い ,すすぎ.消蒔 .保存がこれ一本でOlH
配合成分 粘桐剤､等張化剤､緩 ソフトコンタクトレンズを取扱う前に､必ず石けんで事をよく洗います., ･タン′てク汚れもスッキリ n_'tilrもレンズも快適 抗菌レン一丁7

卜C辛 衝剤､安定剤､界面油性剤､pH調 ステップ卜.こすり洗い ･つけた瞬間､クリアな視界 毎日のケノで､いつもおろ

整-PpL 目からはずしたソフトコンタクトレンズを手のひらにのせます..ソフトコンタクトレン ･パワフル洗浄11-タンパク汚れもスッキリ

宏示指定成分 :ホウ酸､エデ 卜酸塩 ズ表所に本剤を欺鮪つけて､レンズの両面を各々､20-30回指で軽くこすり洗いしますn ポロクサマーとポリヘキサニドの2つの働きで､ソフトレ二り洗浄 .哨軌 だから､毎日すっきり清潔 (※こすり洗い

ユI 添加物として､ポリオキシエチレ ステップ2-すすぎ ･睦もレンズも快適 やさしさを考えたレンズケア･潤いの膜 (HPAーC十ヒアルロン酸Na)がソフトレンズを7プ ー ンポリオキシフロピレングリコ- こすり洗いしたソフトコンタクトレンズの開所官本剤 〔十 分にすすぎます0､､1′-=J一 一コ-

ソフト ト製法恭 ルを含有しています∩ スアップ3-潤.jii.保存レンズケースに本剤を糾たし､レンズを完全にひたし､ケースのフ夕をしっかりと閉めます,.そのまま4時間以上放置すると消毒が完了します,. れ a b･涙に近いpHで､憤,にやさしいつけ心地ハだから､妬口･侮日のケアだからこそ､使いやすさにこだわりました片手で開閉できるワンタッチキャップ&注ぎやすい斜め口

ワ ㈱ ※レ､.ズレ"t'M ために 本刑ですすいでから装着することをおすすめしますむ た､注ぎロがサイドにあり~､少し傾けるだけで掛 ヂます,.

ノモ . ノ′ し_型 ｣ ､_ヽ※雑菌等が入る恐れがありますので,容器の先がレンズケ-スや根面､コンタクトレンズや指先等に触れないよう～+注意ください 内容亀が一目でわかる透明ボトル小さな事でもすべりにくいフイットボ トル ボ トルにくぼ

に涙の膜をつくりだしうるおい感の

新成分をブラスして.レンズの洗沖

レ成分のクエン酸が､保存中もタンパ

レンズを消蒜
用している成分です,､レンズ袈而の
で､レンズに入りにくく､潜1'iliしま

すマイナスイオンの力が,レンズに
1,だから､これ1本でレンズは晦r･-a

ポロキサミンが､レンズに涙を引き

ンズ/ヾの付潜を防LI:すると典に､付

定させるからクリアな視界を保ちま

レンズを優し<､しかも効兄的に的

成します..さらに､水分子をひきよ
するため,レンズの外からも中から

ズケースつき
したての気持ちよさ

ンズについたしつこい汚れをしっか
が必要です.,)

包み込み､吃煤や汚れから守ってく

快適..

親指で簡単に開けられます.,ま

みを設けていますので､-T--にしっか



分類 銘柄(No.) 商品名 望望造者又は販売音名 含有成分 使用方法 うたい文句等

参考ーコPu 過醍 9 コ エ L消番手佼｣過酸化水素3.01で/V%､ 使用方法 ･きちんと消毒､レンズをリフレッシュo

pH調性剤 レンズを取扱う前には､必ず石けんなどで手を洗い､よくすすいでくださいb ･うるおい処方
[中和蝕]l駐中カタラーゼ4300本刑ご使用の際には､必ず専用ワンステップケース (以下､ ｢専用ケース｣とする)を ･しっかり消毒して､レンズの透明感アップ〇一1303(過酸化水素)が目に見えない柵歯や雑菌
単位､等張化剤,緩衝剤､滑沢 使用してください., をしっかり消轟○新しいレンズのような快適さを実現します○
剤､着色剤､コーティング剤 ①レンズをセットする 眼からレンズをはずし､左右のバスケットに入れますO右1】艮: ･うるおい処方.,だから快適な装用感が続きます..レンズにうるおいを与えて､ETになじみや

ンセプ イ R(白色) 左限:L(青色) すくしますO

エ 2消蒔根を入81る 専用ケースU)ガイドラインまで消礎板を満たしま . ･ワンステツ だtのシン ルケア 消毒液と 和錠を一緒に専用ワンステップケースに入れ
ム (卦中和錠をl錠入れる て､6時間以上おくだけのシンプルケアoまた､中和が始まるとビタミンB13が溶けて根がうす

ト オ ④フ夕を締めて3回ゆっくり振る バスケットに入れたレンズを椴に浸し､しっかりフ いピンク色に変わるから､中和忘れの心配がありませんd
ワ I 夕を締めますわ専用ケースを逆さまにし､ゆっくり元に戻す操作を3回繰り返しますo′ ･防腐剤が入っていません山陵に安心ですOデリケートな髄にもやさしい処方です..

ノ ジヤ 6)6時間以上政.iig 錠剤が慣けて､徐々に専用ケース内の液がつすいピンク色になりま ･シリコーン素材のソフトレンズにも使用できますD全てのソフトコンタク ト レンズ (グルース す,,そのまま6時間以上放置しますむ.r:J= J山一 土 ' ､一号ー ノ､ プⅠ～グループRT)に安心して使用できます○ただし､虹彩付きソフトコンタクトレンズ (レ

フ~ツプ ′ヾン㈱ (9装用別に3回ゆっくり振る 6時間以上放置した上で､専用ケース内の推力つすいピノク色になっている (-中和が行われている)Jことを確認してください.専用ケースを逆さまにし､ゆっくり元に戻す操作を3回繰り返してから､レンズを襲用して.<ださい U使用後の専用ケースは空にして､流水でよく洗った後､自然乾燥してくださいOレンズ装用前に､ ｢コンセプトすすぎ液｣でこするように洗うことにより､レンズをよりきれいに使用できます什 (汚れの付着には個人差があります.) ンズの虹彩部分に着色しているカラーソフトレンズ)には使用できませんO

ー0 エーオ.ーセプト チ′ヾどジョン㈱ 【有効成分】 【使用方法】 ･レンズクリア 瞳に優しい 防腐剤フリー

[消老練]過酸化水素3.42TF′V% レンズを取り扱う前には必ず手指を石けんでよく洗い､浦潔にしてください○ I.fl303パワーでしっかり消毒
化 【中和剤アイスク]l個中､白金 薗デイスボカツフ~はレンズホルダーとレンズカップで組み立てられています○レンズホ ･防腐剤フリーで瞳にやさしい
水 I,5Ⅲg ルダーの先に中和用ディスクが付いていることを必ず確認してくださいn ･哨馨と中和が同時のかんたんケア
素 【配合成分】 中和用ディスクは取りはずしできませんD ･エーオーセプトはH30:(過酸化水素)一パワーでカビや細菌をしっかり消乱 デイスボかソプ

夕 安定化剤､抜衝剤､pH調整剤,等 洩同梱のデイスポカップはエーオーセプトを購入するごとに､新しいち.のと交換してくださいn に消毒肢をそそぐだけで､消毒と中和が同時に行わj1､中和忘れのない安心ケアですひレンズイ 張化剤 装用前にソフトコンタクトレンズ保存液でこすり洗いをすることにより､レンズはいつも晴

プ- al使用レンズのケア方法にしたがって､はずしたレンズの洗沖.すすぎを行ってくださいq①レンズホルダーの左右のバスケットにレンズを入れますo ("L"と表示してあるバスケットのレンズホルダーに左のレンズをセットします)バスケットのふちでレンズをはさみ込まないようにフ夕を閉めます巾(参哨馨紋をレンズカップの内線まで入れますorこの時､消寿城が少なかつたり､入れすぎたりしないようにしてください巾･哨番液を入れすぎると､中和されていない鞘確液がフタからもれ出ることがあります,.③レンズを入れ､6時間以上放置します〇･常温で消孝 .中和を行ってくださいn低塩下 (10℃以下)で哨毒した場合は､中和完了に6時間以上かかる場合があります.,･冬場持なるべく暖かい部屍でご使用ください〇･消轟 .中和が6時間以上経過してい.ないレンズは装用しないでください〇･枚がもれるためデイスボカップを横にしないでください〇･消毒 .中和後のレンズを24時間以上保存した場合は､装用前に両度消毒 .中和を行ってくださいD③レンズを装用前に､ソフトコンタクトレンズ用保存披 (ソフトウエアプラスなど)でこすり洗いをしてから日に装用か 潔nだから快適な装用感が一日中続きます○

ボ ll ′てイオ ㈱ エフアールA(消韓頬粒):(育 I.溶解 .すすぎ液を消轟容器の裸まで満たし､哨蒔顕粒l包及び中和錠1錠を入れるb ･レンズを交換する日まで使いはじめの快適さがつ､ゴきます

効成分)ポビドンヨード4.0mg′l也 (lOOmg)､賦形剤､pH調怒剤エフアールB(中和錠) :(有効 2.コンタクトレンズを入れ､哨寄顕粒が溶けるまで塀り混ぜる..3.そのまま4時間以上又は-T免放置後､コンタクトレンズを頻り出し､溶解 .すすぎ液でよくすすぐ○ 消蒋成分PVP-Ⅰ.1ポビドンヨード配合特長
成分)乾燥亜硫酸ナトリウム ①高い消毒効果と安全性

ビ 2.4mg′l錠､洗浄剤､発泡剤､賦 有効成分PVP-Ⅰ.の働きで従来のケア用品を凌ぐ災高い消窃効果と安全性の両立を英乱 レンズ
ド ク 形剤､滑沢剤､コーティング剤 を交換する日まで使いはじめの快適な装用感をお届けします. ※ー当社従来品との比政

ンヨ レン オフ エフアールC(溶解 .すすぎ舵) :等張化剤､接衝剤 ②パワフルな洗沖カ既存のコールド哨寒剤の中で唯-タンパク分解酵素を配合1,消裾と同時にゴロゴロ感の原因と

Iド夕 エフア フ~クス (表示指定成分)ホウ酸,エ丁ト酸塩本剤はポリオキシエチレンポリオ なるタンパク汚れも強力に除去しますo③こすり洗い不要のオートマチックケア色の変化 (オレンジ-無色)でケアの進行が一日でわかるユニークなケアシステム〔何例なこ


